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▼
特
集

　
冷
戦
期
の
住
宅
建
設
・
都
市
開
発
：

　
　
　
　
　
　
西
ド
イ
ツ
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

―
社
会
経
済
史
学
会
第
八
八
回
全
国
大
会

―

　

二
〇
一
九
年
五
月
一
八
日
・
一
九
日
に
青
山
学
院
大
学
を
会
場
に
社
会
経
済
史
学

会
第
八
八
回
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
一
日
目
に
、
永
山
の
ど
か
を
組
織
者

と
し
て
、
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
冷
戦
期
の
住
宅
建
設
・
都
市
開
発

―

西
ド
イ
ツ
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

―
」
を
行
っ
た
。
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

趣
旨
説
明:　

永
山
の
ど
か
（
青
山
学
院
大
学
）

報
告
１:　
　

 

芦
部　

彰
（
東
京
大
学
）

「
一
九
五
〇
年
代
～
六
〇
年
代
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
住
宅
団

地
建
設
」

報
告
２:　
　

森
下
嘉
之
（
茨
城
大
学
） 

「
冷
戦
初
期
（
一
九
五
〇
年
代
）
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
住

宅
団
地
建
設

―
モ
デ
ル
団
地
と
し
て
の
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
都
市

開
発
に
お
け
る
包
摂
と
排
除

―
」

報
告
３:　
　

永
山
の
ど
か

「
一
九
五
〇
年
代
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
東
独
出
身
者
の
た
め
の

住
宅
建
設

―
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
の
事
例

―
」

コ
メ
ン
ト
１:　
　

黒
岩
い
ず
み
（
青
山
学
院
大
学
）

コ
メ
ン
ト
２:　
　

河
合
信
晴
（
広
島
大
学
）

（
司
会:

北
村
陽
子
（
名
古
屋
大
学
））

　

本
特
集
は
、
報
告
者
三
名
が
当
日
の
報
告
内
容
に
基
づ
い
て
加
筆
・
修
正
し
た
原

稿
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
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◇
◇
◇
◇
◇

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
西
欧
諸
国
と
東
欧
諸
国
の
経
済
社
会
を
概
観
す
る
場
合
、

経
済
成
長
の
時
期
や
長
さ
の
違
い
、
生
産
性
の
違
い
な
ど
、
数
十
年
間
の
経
緯
の
違

い
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
旧
東
ド
イ
ツ
の
団
地
に
お
け
る
縮
小
政
策
に

つ
い
て
の
研
究
が
日
本
に
お
い
て
も
な
さ
れ
、
冷
戦
後
に
お
け
る
東
西
の
相
違
点
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
計
画
・
住
宅
政
策
・
住
宅
建
設
に
お
い
て
、
戦
後
、

東
西
両
ド
イ
ツ
が
競
合
し
て
い
た
点
が
「
シ
ス
テ
ム
競
争
」
と
い
う
視
点
か
ら
議

論
さ
れ
て
い
る
（Thom

as G
roßbötling u. R

üdinger Schm
idt (H

rsg.), G
edachte 

Stadt - G
ebaute Stadt. U

rbanität in der deutsch-deutschen System
konkurrenz 

1945-1990, K
öln 2015

）。

し
か
し
、
住
宅
建
設
や
都
市
開
発
に
着
目
し
た
場
合
、
東
西
両
陣
営
の
主
要
諸

国
で
は
都
市
周
辺
部
や
工
業
地
域
で
公
的
な
色
合
い
の
強
い
集
合
住
宅
建
設
が
積
極

的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
数
十
年
間
を
通
じ
て
の
共
通
点
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
チ

ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
社
会
主
義
期
の
住
宅
団
地
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
「
社
会
主

　
　
　
　

趣
旨
説
明

永
山
の
ど
か 
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義
期
の
パ
ネ
ル
工
法
の
高
層
団
地
」
と
し
て
ひ
と
く
く
り
に
で
き
な
い
よ
う
な
多
様

性
が
確
認
さ
れ
る
。
多
様
性
は
西
側
陣
営
に
い
た
西
ド
イ
ツ
に
も
み
ら
れ
る
。
本
特

集
で
は
、
体
制
間
の
相
違
点
だ
け
で
な
く
共
通
点
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
制
内
の

同
質
性
だ
け
な
く
多
様
性
に
着
目
し
つ
つ
、
個
別
の
住
宅
団
地
を
対
象
に
し
て
、
そ

れ
ら
の
住
宅
団
地
が
冷
戦
特
有
の
諸
事
情
・
諸
特
徴
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
、
も
し

く
は
、
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
主
と
し
て
以
下
の
三
つ
の
視
角
か
ら

考
察
し
て
い
き
た
い
。

第
一
に
、
一
九
五
〇
年
代
と
い
う
時
代
性
へ
の
着
目
で
あ
る
。
本
特
集
の
三
論

文
が
分
析
対
象
と
す
る
の
は
主
と
し
て
一
九
五
〇
年
代
で
あ
る
。一
九
五
〇
年
代
は
、

東
西
両
陣
営
と
も
、
経
済
成
長
を
遂
げ
た
時
期
で
あ
り
、
ま
た
、
社
会
主
義
陣
営
、

資
本
主
義
陣
営
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
・
経
済
・
社
会
体
制
の
安
定
化
・
強
化

が
目
指
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
体
制
の
安
定
化
・
強
化
は
、
住
宅
建
設
や
都
市
開
発

に
お
い
て
も
み
ら
れ
、
そ
れ
は
西
ド
イ
ツ
で
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
の
見
返
り
資

金
を
用
い
た
モ
デ
ル
団
地
建
設
や
、
永
山
の
論
文
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
東
ド

イ
ツ
か
ら
脱
出
し
た
人
た
ち
、
つ
ま
り
東
独
難
民
へ
の
優
遇
措
置
に
み
ら
れ
た
。
住

宅
建
設
を
通
し
て
の
体
制
の
安
定
化
は
ど
の
よ
う
に
図
ら
れ
、
そ
れ
は
、
当
時
、
同

じ
く
住
宅
不
足
に
悩
ん
で
い
た
西
ド
イ
ツ
の
一
般
住
民
と
の
ど
の
よ
う
な
利
害
の
調

整
の
も
と
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
住
宅
建
設
に
よ
る
体
制
安
定
化
・
強
化
の
一
方

で
、
芦
部
の
論
文
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
東
西
の
境
界
を
越
え
て
住
宅
団
地
の

コ
ン
ペ
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
森
下
の
論
文
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う

に
、
戦
前
に
機
能
主
義
的
建
築
を
学
ん
だ
建
築
家
が
戦
後
の
住
宅
計
画
に
関
与
し
、

そ
の
過
程
の
中
で
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
に
傾
倒
し
て
い
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
住
宅

建
設
・
都
市
開
発
を
通
し
て
一
九
五
〇
年
代
の
時
代
性
を
考
察
し
た
場
合
、
そ
こ
に

は
そ
の
前
の
時
代
の
影
響
や
東
西
の
共
通
点
が
ど
の
よ
う
に
み
ら
れ
、
な
ぜ
、
そ
の

よ
う
な
連
続
面
・
共
通
点
が
み
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
東
西
の
共
通
点
は
、
た
と
え

ば
、
一
九
五
〇
年
代
の
西
ド
イ
ツ
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
モ
デ
ル
団
地
の
間
取

り
に
も
み
ら
れ
る
。
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
西
ド
イ
ツ
の
Ｅ
Ｃ
Ａ
モ
デ
ル
団
地
事
業

で
の
住
宅
の
間
取
り
と
、
森
下
の
取
り
上
げ
る
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
・
ポ
ル
バ
団
地
を
比

較
す
る
と
浴
室
が
付
い
て
い
る
点
、
居
間
が
台
所
と
分
離
し
て
い
る
点
、
ま
た
、
充

実
し
た
住
宅
設
備
に
比
べ
て
面
積
が
小
さ
い
点
に
共
通
点
が
み
ら
れ
、
居
住
に
込
め

ら
れ
た
思
い
に
共
通
性
が
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

第
二
に
、
住
宅
建
設
・
都
市
計
画
に
込
め
ら
れ
た
、
理
想
の
社
会
・
家
族
・
人

物
像
へ
の
着
目
で
あ
る
。
芦
部
の
扱
う
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
計
画
や
、
森
下
の
扱
う
オ
ス

ト
ラ
ヴ
ァ
団
地
建
設
は
、
モ
デ
ル
住
宅
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
あ
る
べ
き
住
宅
像
、

あ
る
べ
き
住
民
像
、
家
族
像
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ

う
な
理
想
は
冷
戦
を
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た
の
か
、
な
か
っ
た
の
か
。
反
映
し
て
い

な
い
場
合
、そ
の
理
想
像
は
ど
の
よ
う
に
普
遍
化
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
永
山
の
扱
う
東
独
難
民
向
け
住
宅
は
、
モ
デ
ル
住
宅
と
し
て
で
は
な
く
、
政

府
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
資
金
援
助
の
も
と
必
要
に
迫
ら
れ
て
建
設
さ
れ
た
。し
か
し
、

東
独
難
民
の
流
入
は
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
一
九
五
〇
年
代
を
通
じ
て
続
い
た
た

め
、
市
当
局
の
住
宅
論
議
に
お
い
て
も
東
独
向
け
住
宅
の
供
給
の
あ
り
方
を
議
論
す

る
余
地
が
あ
っ
た
。
そ
の
議
論
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
改
善
が
試
み
ら
れ
、
理
想
が

掲
げ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

第
三
に
住
宅
建
設
・
都
市
開
発
と
当
時
の
社
会
・
経
済
と
の
関
係
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
国
の
経
済
政
策
・
経
済
理
念
と
い
う
点
で
は
、
森
下
の
論
文
で
と
り
あ
げ

る
団
地
建
設
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
第
一
次
五
か
年
計
画
と
密
接
に
関
係
し
、

芦
部
の
論
文
が
と
り
あ
げ
る
住
宅
計
画
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｄ
指
導
部
の
住
宅
建
設
・
都
市
計

画
の
方
針
転
換
の
後
に
練
ら
れ
た
。
当
時
の
経
済
政
策
の
方
向
性
や
そ
の
転
換
は
住

宅
建
設
・
都
市
開
発
の
計
画
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

本
特
集
で
扱
う
住
宅
建
設
が
い
ず
れ
も
公
共
的
な
要
素
を
強
く
持
っ
て
い
る
こ
と
を
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考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
住
宅
建
設
に
お
け
る
公
権
力
の
関
与
の
度
合
い
が
、
当
時
の

公
権
力
の
経
済
へ
の
関
与
の
あ
り
方
に
沿
っ
て
い
た
の
か
否
か
、
と
い
う
点
も
考
察

す
べ
き
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
本
特
集
で
は
紙
面
の
都
合
上
取
り
上
げ
ら

れ
な
か
っ
た
が
、一
九
五
〇
年
代
が
経
済
成
長
の
時
期
で
あ
っ
た
点
に
注
目
す
る
と
、

住
宅
供
給
の
恩
恵
を
受
け
た
住
民
が
、
経
済
成
長
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
た
の
か
、

と
い
っ
た
点
も
論
点
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

（
な
が
や
ま　

の
ど
か
・
青
山
学
院
大
学
教
授
）

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
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◇
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◇
◇
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一
九
五
〇
年
代
東
西
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
と
住
宅
建
設

　
　
　

―
東
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
住
宅
団
地
計
画
に
注
目
し
て

―
芦
部　

彰

　
　
　
　

１　

は
じ
め
に

本
稿）

1
（

は
、
一
九
五
七
年
に
立
案
さ
れ
た
東
ベ
ル
リ
ン
の
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
住
宅
団

地
計
画
を
て
が
か
り
に
、
東
西
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
と
住
宅
建
設
に
み
ら
れ
る
共
通

点
と
差
異
を
検
討
す
る
。
冷
戦
の
最
前
線
に
位
置
す
る
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
計
画
や
建

築
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
理
念
を
表
象
す
る
も
の
と
し
て
分
析

さ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
、
体
制
間
競
争
の
象
徴
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
の
が
、

東
ベ
ル
リ
ン
の
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
（
図
１
）
と
西
ベ
ル
リ
ン
の
ハ
ン
ザ
地
区
（
図

２
）
で
あ
る）

2
（

。

東
ベ
ル
リ
ン
の
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
は
、
一
九
五
〇
年
七
月
の
社
会
主
義
統
一

党
（
Ｓ
Ｅ
Ｄ
）
第
三
回
党
大
会
の
決
定
に
よ
り
、
首
都
の
中
心
を
国
民
的
感
性
に
合

致
し
た
建
築
で
美
し
く
造
形
し
、
東
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
と
建
築
の
模
範
を
示
す
べ

く
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
指
針
は
一
九
五
一
年
一
一
月
の
ベ
ル
リ
ン
国
民
建
設
綱
領

で
示
さ
れ
、
一
九
五
二
年
二
月
に
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。
建
築
様
式
と
し
て
、
東

ド
イ
ツ
指
導
部
は
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
で
は
な
く
「
国
民
的
伝
統
」
を
重
視
し

た
。
す
な
わ
ち
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
形
式
主
義
と
し
て
斥
け
、
そ
の
一
方
で
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
独
自
性
を
示
す
も
の
と
し
て
一
九
世
紀
の
シ
ン
ケ
ル
（K

arl Friedrich 

Schinkel

）
の
新
古
典
主
義
と
の
接
続
を
意
識
し
つ
つ
、
ス
タ
ー
リ
ン
様
式
と
よ
ば

れ
る
社
会
主
義
的
古
典
主
義
を
採
用
し
た）

3
（

。

こ
れ
に
対
し
西
ベ
ル
リ
ン
市
政
府
は
、
一
九
五
三
年
に
ハ
ン
ザ
地
区
で
の
国
際
建

築
博
覧
会
イ
ン
タ
ー
バ
ウ
（Interbau

）
の
開
催
を
決
定
し
た
。
一
九
五
六
年
の
博

覧
会
に
あ
わ
せ
て
ハ
ン
ザ
地
区
を
再
開
発
し
、
そ
れ
自
体
を
展
示
物
と
し
て
公
開
す

る
と
と
も
に
、
博
覧
会
終
了
後
も
実
際
に
住
宅
地
と
し
て
使
用
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
西
ベ
ル
リ
ン
市
政
府
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
の
建
設
に
、
モ

ダ
ニ
ズ
ム
建
築
に
よ
る
都
市
空
間
の
刷
新
を
対
置
し
、
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
人
建
築
家

だ
け
で
な
く
一
四
ヶ
国
か
ら
五
三
人
の
建
築
家
を
招
く
こ
と
で
、
そ
の
国
際
性
を
強

調
し
た
。
ま
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
再
開
発
に
際
し
て
は
、
西
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画

モ
デ
ル
と
し
て
、
稠
密
な
都
市
を
否
定
し
低
密
度
化
を
進
め
、
都
市
に
そ
の
対
概
念

と
み
な
さ
れ
る
田
園
や
農
村
の
要
素
を
と
り
い
れ
る
「
分
節
化
さ
れ
た
開
放
的
な
都

市（gegliederte und aufgelockerte Stadt

）」や「
都
市
農
村
世
界（Stadtlandschaft

）」

の
実
現
が
試
み
ら
れ
た）

4
（

。

図１　スターリン大通り

図 2　西ベルリン・ハンザ地区
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ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
と
ハ
ン
ザ
地
区
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
リ
ン
様
式
と
モ
ダ

ニ
ズ
ム
建
築
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
、
対
比
的
に
理
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
特

に
東
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
の
歴
史
は
、
長
い
こ
と
西
側
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
発
展
の
歴

史
と
み
な
さ
れ
、
ソ
連
の
方
針
の
受
容
と
、
西
側
へ
の
対
抗
ば
か
り
が
重
視
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た（

（
（

。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
図
式
に
お
さ
ま
ら
な
い
事
例
が
あ
る
こ
と

や
、
実
践
に
お
い
て
は
矛
盾
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
上
記
の
ス
タ

ー
リ
ン
大
通
り
に
つ
い
て
も
、
工
期
に
よ
る
変
化
に
目
を
向
け
る
と
、
こ
れ
ま
で
と

は
異
な
っ
た
見
方
が
可
能
に
な
る
。
と
い
う
の
も
、
一
九
五
二
年
か
ら
五
八
年
に
か

け
て
建
設
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
門
か
ら
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ベ
ル
ク
広
場
ま
で
の
区

間
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
様
式
で
建
設
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
に
建
設
さ
れ
た
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
ベ
ル
ク
広
場
か
ら
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
広
場
ま
で
の
区
間
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
に

通
じ
る
様
式
で
建
設
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（
（

。

本
稿
は
、
こ
の
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
の
工
期
に
よ
る
変
化
に
注
目
し
、
都
市
計

画
と
住
宅
建
設
に
お
け
る
東
西
間
の
対
抗
の
側
面
だ
け
で
な
く
、
東
西
間
で
共
有
さ

れ
て
い
た
も
の
に
も
目
を
向
け
、
そ
の
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
差
異
化
が
試
み
ら
れ

た
の
か
を
考
察
す
る
。
近
年
の
東
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
と
住
宅
建
設
に
関
す
る
研

究
は
、
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
歴
史
に
目
を
向
け
て
い
る（

（
（

。
そ
の
際

に
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
の
東
ド
イ
ツ
と
西
側
の
接
触
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
本
稿

も
、
冒
頭
で
述
べ
た
一
九
五
七
年
の
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
住
宅
団
地
計
画
を
て
が
か
り
と

す
る
。
こ
れ
は
、
東
西
両
ド
イ
ツ
か
ら
同
数
の
出
品
者
と
同
数
の
審
査
員
を
集
め
た

設
計
コ
ン
ク
ー
ル
で
立
案
さ
れ
た
計
画
で
あ
り
、
こ
う
し
た
も
の
と
し
て
は
、
同
時

代
に
お
い
て
、
初
め
て
の
そ
し
て
唯
一
の
試
み
で
あ
っ
た（

（
（

。
以
下
で
は
、
ス
タ
ー
リ

ン
大
通
り
に
お
け
る
建
築
様
式
の
変
化
に
つ
い
て
そ
の
背
景
を
整
理
し
、
そ
の
う
え

で
、
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
計
画
案
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
た
議
論
を
通
じ
て
、
東
西
ド
イ
ツ

の
都
市
計
画
と
住
宅
建
設
に
お
け
る
共
通
点
と
差
異
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　

２　

東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
都
市
計
画
と
住
宅
建
設
の
転
換

ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
の
工
期
に
よ
る
様
式
の
変
化
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
都
市
計
画
と
住
宅
建
設
の
基
本

方
針
が
転
換
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
転
換
の
契
機
と
な
っ

た
の
が
、
ソ
連
の
動
向
で
あ
る
。
一
九
五
三
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
後
、
消
費
財
生

産
と
生
活
水
準
の
向
上
が
よ
り
重
視
さ
れ
、
一
九
五
四
年
一
一
月
に
モ
ス
ク
ワ
で
開

か
れ
た
全
連
邦
建
築
会
議
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
都
市
建
設
か
ら

離
れ
、
都
市
計
画
と
住
宅
建
設
に
お
い
て
も
経
済
性
を
優
先
す
る
新
た
な
方
針
が
示

さ
れ
た（

（1
（

。

こ
の
ソ
連
の
動
き
を
受
け
て
、
同
年
一
二
月
、
東
ド
イ
ツ
で
も
都
市
計
画
と
住

宅
建
設
の
方
針
が
転
換
さ
れ
、
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
着
工
時
の
「
国
民
的
で
、
美
し

く
、
大
規
模
に
」
建
設
す
る
こ
と
よ
り
も
、
合
理
的
で
効
率
的
な
建
築
が
重
視
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
一
九
五
五
年
四
月
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
「
よ
り
良
く
、
よ
り

早
く
、
よ
り
安
価
に
建
設
す
る
！
」
を
標
語
に
掲
げ
た
第
一
回
建
築
会
議
が
開
催
さ

れ
、
基
調
報
告
を
行
っ
た
建
設
省
の
コ
ー
ゼ
ル
（G

erhard K
osel

）
が
、
国
有
建
設

企
業
、
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
、
各
地
の
大
学
の
代
表
に
対
し
、
建
築
の
工
業
化
、
す
な

わ
ち
、
規
格
化
さ
れ
た
建
築
部
材
を
大
量
に
生
産
加
工
し
、
現
場
で
部
材
を
組
み
立

て
る
プ
レ
ハ
ブ
工
法
の
推
進
を
今
後
の
課
題
と
し
て
提
示
し
た（

（1
（

。
な
お
、
こ
の
コ

ー
ゼ
ル
は
、
戦
間
期
に
ベ
ル
リ
ン
の
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
工
科
大
学
で
タ
ウ
ト

（B
runo Taut

）に
建
築
を
学
ん
だ
の
ち
、ソ
連
に
亡
命
し
て
建
築
や
都
市
計
画
の
様
々

な
分
野
で
実
務
経
験
を
つ
ん
だ
人
物
で
、
一
九
五
四
年
一
〇
月
に
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー

の
求
め
に
よ
っ
て
東
ド
イ
ツ
に
戻
り
、
建
設
省
で
指
導
的
な
地
位
に
つ
い
て
い
た（

（1
（

。

こ
の
一
九
五
四
年
の
転
換
に
は
、
ソ
連
の
動
向
だ
け
で
な
く
国
内
の
社
会
情
勢

も
関
連
し
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
前
年
の
「
六
月
一
七
日
事
件
」
で
、
東
ド
イ
ツ
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政
府
は
大
規
模
な
労
働
者
蜂
起
を
暴
力
的
に
鎮
圧
し
西
側
世
界
か
ら
厳
し
い
批
判
を

浴
び
て
い
た
が
、
こ
の
労
働
者
蜂
起
の
発
火
点
と
な
っ
た
の
が
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り

の
建
設
現
場
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
図
３
）。
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
の
建
設
は
、

合
理
化
も
試
み
ら
れ
て
い
た
が
手
作
業
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
建
設
の
コ
ス

ト
は
高
く
進
度
も
ゆ
っ
く
り
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
左
官
職
人
な
ど

建
設
労
働
者
の
労
働
ノ
ル
マ
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
労
働
者
の
蜂

起
が
発
生
し
、
さ
ら
に
東
ベ
ル
リ
ン
全
体
へ
と
広
が
り
大
規
模
化
し
た
。
こ
う
し
た

国
内
的
な
背
景
か
ら
も
、
建
築
の
工
業
化
は
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た）

（2
（

。

　

こ
の
転
換
を
受
け
て
、
東
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
計
画
責
任
者
と
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
大

通
り
建
設
に
深
く
関
与
し
て
き
た
ヘ
ン
ゼ
ル
マ
ン
（H

erm
ann H

enselm
ann

）
は
、

一
九
五
五
年
六
月
、『
ゾ
ン
タ
ー
ク
（Sonntag
）』
紙
に
「
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
の
自

己
批
判
」
と
題
す
る
論
説
を
発
表
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
に
つ
い
て
は
、
着
工
済

み
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
門
を
完
成
さ
せ
る
一
方
で
、
他
の
箇
所
に
つ
い
て
は
異
な
る

様
式
で
建
設
す
る
こ
と
に
言
及
し
た）

（（
（

。さ
ら
に
、西
側
諸
国
の
建
築
家
、都
市
計
画
家
、

建
設
技
術
者
と
の
交
流
が
試
み
ら
れ
、
特
に
パ
リ
、
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ル
ア
ー
ブ
ル
な

ど
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
が
視
察
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
五
六
年
七
月
に
は
、
建
築
ア
カ

デ
ミ
ー
指
導
部
が
、
ハ

ン
ブ
ル
ク
の
建
築
家
グ

ル
ー
プ
の
招
待
に
応
じ

同
地
を
訪
問
し
た
。
ヘ

ン
ゼ
ル
マ
ン
は
、
こ
の

機
会
に
東
西
両
ド
イ
ツ

の
建
築
家
が
参
加
す
る

設
計
コ
ン
ク
ー
ル
の
着

想
を
え
て
、
帰
国
後
、

こ
の
ア
イ
デ
ア
が
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
で
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た）

（4
（

。

　
　
　
　

３　

フ
ェ
ン
プ
ー
ル
住
宅
団
地
計
画
案

ハ
ン
ブ
ル
ク
視
察
の
二
か
月
後
、
東
ベ
ル
リ
ン
の
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
地
区
評
議

会
が
「
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
周
辺
地
域
の
住
宅
・
保
養
地
区
」
に
建
設
す
る
住
宅
団
地
の

設
計
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
を
決
定
し
、
同
年
九
月
一
一
日
に
は
、
東
西
両
ド
イ
ツ
の
建

築
家
を
対
象
に
そ
の
要
項
を
発
表
し
た
。
計
画
の
対
象
は
七
三
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

敷
地
で
、
そ
こ
に
四
四
〇
〇
戸
（
人
口
一
万
七
三
〇
〇
人
）
の
住
宅
と
公
共
施
設
を

建
設
し
、
住
宅
は
規
格
化
さ
れ
工
業
的
に
建
設
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、計
画
地
域
の
構
成
と
し
て
、四
つ
の
「
住
区
（W

ohnkom
plex

）」

を
設
け
、
各
住
区
の
中
心
に
学
校
、
幼
稚
園
・
託
児
所
、
商
店
・
飲
食
店
な
ど
の
施

設
を
、
ま
た
、
計
画
地
域
全
体
の
中
心
に
、
よ
り
大
規
模
な
商
店
、
行
政
施
設
、
図

書
館
、
集
会
所
、
青
少
年
用
施
設
、
余
暇
施
設
、
映
画
館
、
診
療
所
・
病
院
を
設
置

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
計
画
案
の
提
出
期
限
は
一
九
五
七
年
二
月
二
八
日
と
さ

れ
、
三
月
一
五
日
に
選
定
さ
れ
る
計
画
案
に
し
た
が
っ
て
、
一
九
五
九
年
に
住
宅
団

地
を
建
設
す
る
予
定
で
あ
っ
た）

（1
（

。
も
っ
と
も
、
コ
ン
ク
ー
ル
終
了
後
の
一
九
五
七
年

夏
に
、
西
ド
イ
ツ
政
府
が
、
東
ベ
ル
リ
ン
の
中
心
地
域
を
計
画
地
に
含
む
「
首
都
ベ

ル
リ
ン
」
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
た
こ
と
で
政
治
的
緊
張
が
高
ま
り
、
結
果
的
に
計

画
案
に
も
と
づ
く
住
宅
団
地
は
建
設
さ
れ
な
か
っ
た）

（1
（

。

こ
の
よ
う
に
建
物
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
本
稿
は
、
計

画
案
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
た
議
論
に
注
目
す
る
。
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
・
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

実
際
に
、
東
西
両
ド
イ
ツ
か
ら
同
数
の
出
品
者
と
審
査
員
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
参
加
者
の
人
的
構
成
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
出
品
者

は
、
東
西
ド
イ
ツ
か
ら
八
名
ず
つ
計
一
六
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る

図 3　スターリン大通り、レンガを
積む建設労働者（1952 年）
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の
が
、マ
イ
（Ernst M

ay

）
と
ラ
イ
ヒ
ョ
ウ
（H

ans-B
ernhard R

eichow

）
で
あ
る
。

マ
イ
は
、
戦
間
期
を
代
表
す
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
家
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
で
郊
外
住
宅
団
地
建
設
、
住
宅
の
合
理
化
と
規
格
化
、
そ
し
て
プ
レ
ハ
ブ
工

法
を
推
進
し
て
い
た
。
世
界
恐
慌
の
影
響
で
ド
イ
ツ
で
の
建
築
活
動
が
困
難
に
な
る

と
、
一
九
三
〇
年
に
は
ソ
連
に
赴
き
工
業
都
市
の
計
画
に
か
か
わ
っ
た
。
ナ
チ
体
制

成
立
後
は
英
領
東
ア
フ
リ
カ
に
亡
命
し
、
一
九
五
四
年
に
西
ド
イ
ツ
へ
も
ど
る
と
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
に
本
拠
を
置
く
ド
イ
ツ
労
働
総
同
盟
傘
下
の
公
益
的
住
宅
建
設
会
社
ノ

イ
エ
・
ハ
イ
マ
ー
ト
で
、「
近
隣
住
区（

（1
（

」
を
実
践
す
る
住
宅
団
地
を
て
が
け
た（

（1
（

。
ラ

イ
ヒ
ョ
ウ
は
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
の
指
導
的
理
念
と
な
る
「
都
市
農
村
世

界
」
を
一
九
四
八
年
の
著
書
で
提
唱
し
た
人
物
で
あ
る
。
戦
間
期
に
は
メ
ン
デ
ル
ゾ

ー
ン
（Erich M

endelsohn

）
の
も
と
で
働
い
た
の
ち
、
ド
レ
ス
デ
ン
や
ブ
ラ
ウ
ン

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
の
建
設
参
事
官
を
つ
と
め
た
。
ナ
チ
期
に
は
グ
チ
ョ
フ
（K

onstanty 

G
utschow

）
の
も
と
で
、「
近
隣
住
区
」
を
「
住
宅
団
地
細
胞
と
し
て
の
地
域
グ
ル

ー
プ
」
と
し
て
ナ
チ
党
組
織
に
位
置
付
け
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
都
市
計
画
に
関
わ
り
、
シ

ュ
ペ
ー
ア
（A

lbert Speer

）
の
空
襲
被
災
都
市
再
建
委
員
会
で
も
活
動
し
て
い
た（

（2
（

。 

審
査
員
は
東
西
ド
イ
ツ
か
ら
二
名
ず
つ
計
四
名
で
構
成
さ
れ
た
。
東
ド
イ
ツ
か

ら
は
、
ま
ず
発
案
者
の
ヘ
ン
ゼ
ル
マ
ン
が
審
査
員
を
つ
と
め
た
。
ヘ
ン
ゼ
ル
マ
ン

は
、「
国
民
的
伝
統
」
と
社
会
主
義
的
古
典
主
義
に
よ
る
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
建
設

を
主
導
し
て
い
た
が
、
そ
の
最
初
の
建
築
は
一
九
三
〇
年
の
レ
マ
ン
湖
畔
の
ケ
ン

ウ
ィ
ン
邸
（H

aus K
enW

in

）
で
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
の
影
響
を
強
く
う
け
た
モ

ダ
ニ
ズ
ム
建
築
で
あ
っ
た
。
ナ
チ
期
に
は
様
々
な
建
築
家
の
ア
ト
リ
エ
で
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
働
き
、
戦
後
に
は
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
建
築
家

ニ
ッ
セ
ン
（G

odbar N
issen

）
を
通
じ
て
、
後
述
す
る
ヘ
ー
ベ
ブ
ラ
ン
ト
（W

erner 

H
ebebrand

）
な
ど
同
地
の
建
築
家
に
接
触
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

（2
（

。
も
う
ひ
と
り
の

東
ド
イ
ツ
か
ら
の
審
査
員
を
つ
と
め
た
の
が
、
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
の
副
会
長
コ
ラ
イ

ン(Edm
und C

ollein)

で
あ
る
。
コ
ラ
イ
ン
も
、
戦
間
期
に
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
学
ぶ
な

ど
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
関
わ
り
の
深
い
建
築
家
で
、
こ
の
の
ち
、
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
の

残
っ
た
区
間
の
建
設
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
に
な
る（

（2
（

。

西
ド
イ
ツ
か
ら
審
査
員
に
名
を
連
ね
た
の
は
、
ヘ
ー
ベ
ブ
ラ
ン
ト
と
ヒ
レ
ブ
レ

ヒ
ト
（R

udolf H
illebrecht

）
で
あ
る
。
ヘ
ー
ベ
ブ
ラ
ン
ト
は
、
戦
間
期
の
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
と
ソ
連
で
、
マ
イ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
マ
イ
が
東
ア
フ

リ
カ
に
去
っ
た
あ
と
も
ソ
連
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
一
九
三
八
年
に
ド
イ
ツ
へ
帰
国

し
、
ザ
ル
ツ
ギ
ッ
タ
ー
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ゲ
ー
リ
ン
グ
工
場
都
市
計
画
に
従
事
し
た
の

ち
、
シ
ュ
ペ
ー
ア
の
空
襲
被
災
都
市
再
建
委
員
会
で
働
い
た
。
戦
後
は
一
九
五
二
年

か
ら
六
四
年
ま
で
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
の
建
設
局
長
を
つ
と
め
た
。
ヒ
レ
ブ
レ
ヒ
ト
は
、

マ
イ
や
タ
ウ
ト
ら
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
家
に
影
響
を
与
え
、
シ
ュ
ペ
ー
ア
の
師
で
も
あ

っ
た
テ
ッ
セ
ノ
ウ（H

einrich Tessenow

）の
も
と
で
建
築
を
学
ん
だ
。
ナ
チ
期
に
は
、

グ
チ
ョ
フ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
都
市
計
画
に
関
わ
り
、
そ
の
後
は
ヘ
ー
ベ
ブ
ラ
ン
ト
と
同

様
に
シ
ュ
ペ
ー
ア
委
員
会
で
働
い
た
。
戦
後
は
一
九
四
八
年
か
ら
七
五
年
ま
で
ハ
ノ

ー
フ
ァ
ー
の
建
設
参
事
官
を
つ
と
め
た（

（2
（

。

こ
の
よ
う
に
、
審
査
員
や
主
要
な
出
品
者
は
、
共
通
し
て
戦
間
期
に
モ
ダ
ニ
ズ

ム
建
築
を
経
験
し
て
い
た
。
さ
ら
に
マ
イ
と
ヘ
ー
ベ
ブ
ラ
ン
ト
、
そ
し
て
コ
ラ
イ
ン

に
は
ソ
連
で
の
活
動
経
験
が
あ
り
、
ま
た
西
ド
イ
ツ
の
建
築
家
の
間
に
は
、
亡
命
し

て
い
た
マ
イ
を
除
き
、
ナ
チ
期
の
活
動
の
重
な
り
を
指
摘
で
き
る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム

建
築
を
共
通
の
基
盤
と
し
、
そ
の
後
、
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
下
の
ソ
連
、
ナ
チ
体
制
、

亡
命
先
の
英
領
植
民
地
と
異
な
る
条
件
に
適
応
し
つ
つ
建
築
家
と
し
て
の
活
動
を
続

け
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
戦
間
期
か
ら
大
戦
期
に
か
け
て
の
人
的
結
合
は
戦
後

も
生
き
続
け
て
お
り
、東
西
ド
イ
ツ
の
政
治
体
制
の
境
界
を
超
え
た
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
・

コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

計
画
案
に
目
を
転
じ
る
と
、
審
査
員
に
よ
っ
て
一
等
に
選
出
さ
れ
た
の
は
マ
イ
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案
（
図
４
）
で
あ
っ
た
。
選
評
で
は
、「
空
間
的
な
分
節
に
よ
っ
て
好
ま
し
い
印
象

を
与
え
」、
さ
ら
に
「
緑
地
帯
が
豊
か
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
」
こ
と
が
指
摘
さ

れ
た）

1（
（

。
マ
イ
自
身
も
、「
住
宅
地
区
全
体
を
都
市
農
村
世
界
へ
と
変
え
、
町
の
中
心

に
位
置
す
る
緑
地
を
体
系
的
な
分
岐
に
よ
っ
て
個
々
の
住
居
に
ま
で
導
く
努
力
が
な

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

14
（

」
と
述
べ
、
同
時
代
の
西
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
モ
デ
ル
で

あ
る
「
分
節
化
さ
れ
た
解
放
的
な
都
市
」
と
、
そ
の
な
か
で
の
緑
化
に
よ
る
「
都
市

農
村
世
界
」
の
実
現
を
計
画
案
の
基
本
構
想
と
し
て
い
た
。

そ
の
う
え
で
、
個
々
の
建
物
の
建
設
に
つ
い
て
は
「
住
棟
を
、
規
格
化
建
材
の

組
み
立
て
に
よ
る
現
代
的
な
建
設
に
配
慮
し
て
造
形
」
し
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
に
、

ク
レ
ー
ン
走
行
レ
ー
ル
を
用
い
て
効
率
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
」
こ
と
を
企
図
し
て

い
た）

11
（

。
プ
レ
ハ
ブ
工
法
を
前
面
に
す
え
る
こ
と
は
、
東
ド
イ
ツ
側
の
関
心
に
こ
た
え

る
も
の
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、「
防
水
の
外

面
を
そ
な
え
た
発
砲
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
プ
レ
ー
ト
を
用

い
、
外
壁
モ
ル
タ
ル
の
塗
装

は
行
わ
な
い
こ
と
を
提
案
す

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
か
な

り
の
節
約
を
達
成
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
接
合
部
が
目
に

見
え
る
こ
と
で
、
表
面
構
成

の
基
準
と
な
る）

11
（

」
と
述
べ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
は
、

あ
え
て
プ
レ
ー
ト
の
接
合
部

を
塗
装
で
覆
わ
ず
、
プ
レ
ハ

ブ
工
法
で
建
設
さ
れ
た
こ
と

が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
す
る
提
案
で
あ
り
、
実
際
の
建
物
で
そ
の
成
果
を
わ
か
り

や
す
く
示
す
狙
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

西
ド
イ
ツ
の
建
築
家
が
一
等
に
選
ば
れ
た
結
果
に
対
し
て
は
、
多
く
の
論
評
が

よ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
こ
の
の
ち
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
の
理
論
部
門
で
大
き

な
役
割
を
果
た
す
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（H

ans Schm
idt

）
の
評
も
あ
っ
た
。
こ
の
シ
ュ
ミ

ッ
ト
も
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加
者
と
同
様
に
、
一
九
二
八
年
の
近
代
建
築
国
際
会
議

（
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｍ
）
設
立
に
加
わ
る
な
ど
戦
間
期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
関
わ
り
を
も
ち
、

マ
イ
と
は
ソ
連
で
活
動
を
と
も
に
し
て
い
た）

11
（

。
そ
の
論
評
で
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
提

出
さ
れ
た
東
ド
イ
ツ
の
建
築
家
の
計
画
案
が
、
西
ド
イ
ツ
の
建
築
家
の
計
画
案
と
区

別
が
つ
か
な
い
ほ
ど
似
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、「
社
会
主
義
的
都
市
計

画
」
は
い
ま
だ
発
展
途
上
で
あ
り
、
そ
の
発
展
を
「
西
側
の
都
市
計
画
の
経
験
を
手

が
か
り
に
進
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
間
違
い
で
は
な
い
」
と
、
西
側
の
都
市
計
画

を
参
照
す
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る）

11
（

。
し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
同
時
に
西

側
の
限
界
も
指
摘
し
、
そ
こ
か
ら
距
離
を
保
つ
姿
勢
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
我
々
が
西
側
の
都
市
計
画
の
否
定
的
な
現
象
の
も
と
に
留
ま
る
場
合
」、

そ
れ
は「
本
末
転
倒
」で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
マ
イ
の
計
画
案
に
つ
い
て
も
、「
我
々

の
建
築
家
に
対
し
、
好
ま
し
い
方
向
を
示
し
た
と
い
う
長
所
が
あ
る
」
が
、「
こ
の

こ
と
と
、
彼
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
資
本
主
義
的
都
市
計
画
が
は
ま
り
込
ん
で
い
る

限
界
を
超
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
矛
盾
し
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
る）

21
（

。

　

そ
れ
で
は
、
東
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
と
建
築
に
お
い
て
、
西
側
を
参
照
し
つ
つ
同

時
に
差
異
化
が
試
み
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
論
点
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
マ
イ
の
計
画
案
は
、
合
理
的
な
プ
レ
ハ
ブ
工
法
を
推
進
す
る
点
で
、
一
九
五
四

年
の
転
換
以
降
に
東
ド
イ
ツ
で
重
視
さ
れ
た
建
築
の
工
業
化
と
整
合
的
で
あ
り
、
い

わ
ば
東
ド
イ
ツ
側
の
関
心
を
先
取
り
し
た
か
た
ち
で
、
こ
の
過
程
を
さ
ら
に
推
し
進

め
る
も
の
で
あ
っ
た）

2（
（

。
そ
の
一
方
で
、
計
画
案
全
体
の
基
本
構
想
は
、「
分
節
化
さ

図 4　マイのフェンプール計画案
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れ
た
解
放
的
な
都
市
」
と
「
都
市
農
村
世
界
」
と
い
う
西
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
モ
デ

ル
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
。
マ
イ
の
計
画
案
に
対
す
る
選
評
で
、
空
間
の
分
節
化
と

緑
化
が
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
た
が
、
同
時
代
の
東
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
に
お
い

て
、
都
市
を
分
節
化
す
る
単
位
と
そ
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な

さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　

４　

東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
住
区
」
を
め
ぐ
る
議
論

フ
ェ
ン
プ
ー
ル
の
計
画
案
が
満
た
す
べ
き
要
件
と
し
て
、
対
象
地
域
に
四
つ
の

「
住
区
」
を
設
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
マ
イ
は
、
一
九
五
七
年
一
一
月
の

小
冊
子
で
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
計
画
案
を
紹
介
し
、
こ
の
四
つ
の
「
住
区
」
を
「
近
隣
住

区
」
と
し
て
示
し
て
い
る）

21
（

。
ま
た
、
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
計
画
の
要
件
を
み
る
と
、
人
口

の
規
模
や
通
過
交
通
の
排
除
、
さ
ら
に
、
各
「
住
区
」
と
計
画
地
全
体
に
、
住
宅
だ

け
で
な
く
学
校
や
店
舗
な
ど
の
施
設
や
緑
地
を
配
置
す
る
こ
と
を
求
め
る
な
ど
、
そ

の
内
容
は
「
近
隣
住
区
」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
一
九
五
八
年
の
論
説
で
「
住
区
」
を
「
近
隣
住
区
」

と
区
別
し
、「
ソ
連
の
社
会
主
義
的
都
市
計
画
が
生
み
出
し
た
も
の
」
と
明
確
に
位

置
付
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
も
と
も
と
ロ
シ
ア
語
の
『
街
区
（Q

uartal

）』
は
、

四
方
を
通
り
に
囲
ま
れ
た
四
角
い
家
屋
群
を
示
す
も
の
で
、
碁
盤
目
状
の
ロ
シ
ア
の

地
方
都
市
に
お
け
る
基
本
単
位
で
あ
っ
た
」
が
、「
ソ
連
の
都
市
計
画
の
理
論
と
実

践
の
発
展
と
と
も
に
、『
街
区
』
は
、
よ
り
大
き
な
都
市
計
画
上
の
単
位
の
呼
称
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
住
宅
と
そ
れ
に
付
属
す
る
公
共
施
設
を
含
む
も
の
で
、
我
々
の

住
区
に
相
当
す
る
」
と
し
、「
住
区
」
を
ソ
連
の
都
市
計
画
の
系
譜
に
位
置
付
け
て

い
る）

22
（

。
そ
の
一
方
で
、「
西
側
の
都
市
計
画
は
、
そ
れ
ま
で
彼
ら
に
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
住
区
概
念
を
、
一
九
三
〇
年
以
降
に
初
め
て
取
り
入
れ
た
」
が
、「
大
都
市

の
解
体
を
目
指
す
『
近
隣
住
区
』
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
で
、
正
反
対
の
も
の
へ
変
化

さ
せ
た
」
と
述
べ
、「
近
隣
住
区
」
を
否
定
的
な
評
価
と
と
も
に
西
側
世
界
に
属
す

る
も
の
と
位
置
付
け
て
い
る）

2（
（

。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
議
論
で
は
、「
街
区
」
は
ソ
連
の
都

市
計
画
が
「
近
隣
住
区
」
に
先
行
し
て
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、「
住
区
」
も
ま
た
、

「
近
隣
住
区
」
と
は
系
譜
の
異
な
る
概
念
と
い
う
こ
と
に
な
る）

24
（

。
以
下
で
は
、
こ
の

議
論
を
ふ
ま
え
、
東
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
に
お
い
て
「
住
区
」
が
ど
の
よ
う
に
解
釈

さ
れ
て
い
た
の
か
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
東
西
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
の
共
通
点
と
差

異
を
考
え
た
い
。

東
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、「
住
区
」
は
、
一
九
五
〇
年
七
月
に
東
ド
イ
ツ
政
府
に
よ

っ
て
決
議
さ
れ
た
「
都
市
計
画
の
一
六
基
本
原
則
」
の
第
一
〇
項
目
に
掲
げ
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
原
則
は
、
同
年
四
月
に
ソ
連
の
都
市
建
設
省
か
ら
、
東
ド
イ
ツ
の
政
治

指
導
部
と
建
築
家
に
対
し
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
ソ
連
の
経
験
に

基
づ
く
こ
の
原
則
か
ら
、
都
市
計
画
に
お
い

て
実
際
の
指
針
と
な
る
「
住
区
」
理
論
を
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
東
ド
イ
ツ
の
建
築
家
、
都

市
計
画
家
の
課
題
と
な
っ
た
。
こ
の
過
程

で
画
期
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
五
三
年
に

建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ユ
ン
グ
ハ
ン
ス
（K

urt 

Junghanns

）
が
提
示
し
た
「
住
区
」
モ
デ

ル
で
あ
る
（
図
５
）。
こ
の
モ
デ
ル
に
基
づ

い
て
、
翌
五
四
年
に
は
都
市
計
画
の
指
針
と

し
て
『
都
市
計
画
の
要
素
と
し
て
の
住
区
』

が
刊
行
さ
れ
た）

21
（

。

こ
こ
で
ユ
ン
グ
ハ
ン
ス
は
、「
住
区
」

の
機
能
と
し
て
、「
住
宅
地
を
開
放
し

図 5　ユングハンスの「住区」モデル
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（aufl ockern

）、
最
大
限
に
緑
化
し
、
十
分
な
日
照
の
住
居
を
静
か
な
環
境
の
な
か

に
創
出
す
る
」
と
と
も
に
、「
公
共
施
設
を
合
理
的
に
配
置
し
て
、
そ
こ
へ
の
距
離

を
短
く
保
つ
」
こ
と
で
、
健
康
的
な
住
居
を
提
供
し
、
社
会
生
活
へ
の
参
加
を
可
能

に
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る）

21
（

。
し
か
し
、こ
れ
は
「
近
隣
住
区
」
も
同
じ
で
あ
り
、「
開

放
す
る（aufl ockern
）」と
い
う
語
彙
も
同
時
代
の「
分
節
化
さ
れ
た
開
放
的
な
都
市
」

と
い
う
西
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
モ
デ
ル
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
、「
近
隣
住
区
」
か
ら
「
住
区
」
を
差
異
化
す
る
際
に
ユ
ン
グ

ハ
ン
ス
が
強
調
し
た
の
が
空
間
の
境
界
線
の
意
味
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
西
側
の

「
近
隣
住
区
」
は
、「
小
さ
な
孤
立
し
た
家
屋
群
を
用
い
て
密
接
な
隣
人
関
係
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
で
、社
会
意
識
の
崩
壊
と
人
間
の
社
会
的
孤
立
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
」

が
、「
住
区
」
に
お
い
て
は
、「
こ
れ
と
は
反
対
に
、
都
市
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
を
生
き

生
き
と
し
た
統
一
体
へ
と
統
合
し
、個
々
の
住
民
を
都
市
全
体
と
関
係
付
け
る
こ
と
」

が
基
本
理
念
で
あ
り
、「
そ
れ
ゆ
え
、境
界
と
な
る
通
り
や
広
場
は
分
断
線
で
は
な
く
、

住
区
と
住
区
を
、
そ
し
て
〔
住
区
の
上
位
に
位
置
す
る
単
位
で
あ
る
〕
住
宅
地
区
と

住
宅
地
区
を
結
び
つ
け
る
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
す
る）

21
（

。
こ
の
よ

う
に
、
孤
立
し
た
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
「
近
隣
住
区
」
に
よ
る
分
断
に
、
全
体
へ

と
結
び
つ
け
ら
れ
る
「
住
区
」
に
よ
る
統
合
が
対
置
さ
れ
た
。

　

東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
住
区
」
概
念
の
発
展
に
と
っ
て
さ
ら
な
る
画
期
と
な
っ
た

の
が
、
一
九
五
七
年
夏
の
西
ド
イ
ツ
政
府
に
よ
る
「
首
都
ベ
ル
リ
ン
」
コ
ン
ク
ー

ル
で
あ
っ
た
。
同
年
一
〇
月
、こ
の
動
き
に
対
抗
し
て
、Ｓ
Ｅ
Ｄ
中
央
委
員
会
が
「
住

区
」
理
論
の
改
訂
と
東
ベ
ル
リ
ン
中
心
部
に
お
け
る
「
社
会
主
義
的
住
区
」
の
建
設

を
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
翌
年
五
月
に
ユ
ン
グ
ハ
ン
ス
の
「
住
区
」
に
代
わ

る
も
の
と
し
て
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
「
社
会
主
義
的
住
区
」
モ
デ
ル
を
提
示
し
（
図
６
）、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
コ
ラ
イ
ン
、
コ
ー
ゼ
ル
が
中
心
と
な
っ
て
編
集
し
た
『
社
会
主
義
的

住
区
』
が
新
た
な
都
市
計
画
の
指
針
と
し
て
建
設
省
と
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
刊
行

さ
れ
た）

21
（

。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
、「
社

会
主
義
的
住
区
」
と
こ
れ

ま
で
の
「
住
区
」
お
よ
び

西
側
の
「
近
隣
住
区
」
と

の
違
い
と
し
て
強
調
し
た

の
が
、
住
区
内
部
の
建
物

の
配
置
と
そ
れ
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
空
間
構
成

で
あ
っ
た
。
ま
ず
、「
社

会
主
義
的
住
区
」
で
は
、「
中
庭
の
四
方
を
全
て
建
物
で
囲
む
よ
う
な
、
か
つ
て
の

閉
じ
ら
れ
た
建
物
の
配
置
（geschlossene B

ebauung

）」
が
斥
け
ら
れ
る
。
そ
の
う

え
で
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、「
規
格
化
さ
れ
た
組
み
立
て
工
法
を
用
い
る

こ
と
で
、
最
も
簡
素
な
、
周
囲
に
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
な
い
構
造
が
も
た
ら
さ
れ
、

開
か
れ
た
建
物
の
配
置
（offene B

ebauung

）
と
い
う
原
則
へ
の
移
行
」
が
生
じ
、

こ
れ
に
よ
っ
て
「
通
り
と
街
区
の
内
部
と
い
う
空
間
的
分
離
が
消
え
、
連
続
し
た
空

間
が
創
出
さ
れ
る
」
と
い
う）

（1
（

。
つ
ま
り
、
住
棟
で
囲
ま
れ
た
、
閉
じ
た
空
間
が
う
ま

れ
る
の
を
避
け
、
内
側
と
外
側
と
い
う
分
離
が
消
え
た
空
間
の
連
続
性
を
重
視
し
た

建
物
の
配
置
を
、「
社
会
主
義
的
住
区
」
の
原
則
と
し
た
の
で
あ
る
。
図
５
と
図
６

を
比
較
す
る
と
、
ユ
ン
グ
ハ
ン
ス
の
モ
デ
ル
で
は
、
長
方
形
の
住
棟
が
交
わ
り
、
隅

が
閉
じ
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
複
数
生
ま
れ
て
い
る
が
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
モ
デ
ル
で
は
、

住
棟
が
互
い
に
交
わ
る
こ
と
な
く
、
独
立
し
て
建
っ
て
お
り
、
建
物
に
よ
っ
て
閉
じ

ら
れ
た
空
間
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
「
開
か
れ
た
建
物
の
配
置
」
と
「
連
続
的
な
空
間
」
に
は
、
西

側
で
み
ら
れ
る
「
住
民
の
孤
立
」
に
対
抗
す
る
社
会
意
識
を
も
た
ら
す
と
い
う
意
味

図 6　シュミットの
「社会主義的住区」モデル
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が
付
与
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
重
視
さ
れ
た
の
が
、
社
交
組
織
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、「
社
会
主
義
的
住
区
に
お
け
る
住
棟
の
グ
ル
ー
プ
分
け
は
、
社
会
主
義

社
会
の
政
治
的
、
文
化
的
、
物
質
的
な
生
活
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
果

た
す
、
住
宅
地
に
お
け
る
社
交
組
織
の
配
置
に
従
う
」
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て

建
て
ら
れ
て
い
る
住
棟
を
、
社
交
組
織
を
通
じ
て
関
係
付
け
、
ま
と
ま
り
を
形
成
す

る
こ
と
が
企
図
さ
れ
た）

（（
（

。

こ
う
し
て
「
社
会
主
義
的
住
区
」
で
は
、
西
側
に
お
け
る
「
住
民
の
孤
立
」
と
の

対
比
の
な
か
で
、
社
交
と
住
民
の
連
帯
感
を
促
進
す
る
社
会
性
が
強
調
さ
れ
た
。
社

会
性
の
強
調
は
、
ユ
ン
グ
ハ
ン
ス
の
「
住
区
」
と
も
共
通
す
る
が
、
ユ
ン
グ
ハ
ン
ス

が
境
界
線
の
解
釈
を
通
じ
て
そ
れ
を
試
み
た
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
住
区
内
の
建
物

の
配
置
が
焦
点
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
こ
う
し
た
建
物
の
配
置
と

空
間
構
成
が
、「
規
格
化
さ
れ
た
組
み
立
て
工
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
最
も
簡
素
な
、

周
囲
に
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
な
い
構
造
が
も
た
ら
さ
れ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
建
築

の
工
業
化
と
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
計
画
案
に
つ
い
て
マ

イ
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
プ
レ
ハ
ブ
工
法
に
よ
る
建
設
で
は
、
組
み
立
て
ク
レ
ー

ン
や
関
連
す
る
機
材
の
ア
ク
セ
ス
が
重
要
で
あ
り
、
マ
イ
の
計
画
案
で
も
長
方
形
の

住
棟
が
互
い
に
交
わ
る
こ
と
な
く
、
並
行
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
（
図
４
）。
こ
う
し
た

工
業
化
は
、
第
一
に
は
、
経
済
性
の
観
点
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
、「
閉

じ
ら
れ
た
」
配
置
と
「
開
か
れ
た
」
配
置
の
対
比
と
と
も
に
、
住
民
の
連
帯
感
を
涵

養
し
社
会
性
を
支
え
る
も
の
へ
と
、
そ
の
意
味
が
再
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

上
述
し
た
一
九
五
七
年
一
〇
月
の
Ｓ
Ｅ
Ｄ
中
央
員
会
で
は
、
東
ベ
ル
リ
ン
中
心
部

に
お
け
る
「
社
会
主
義
的
住
区
」
の
建
設
が
決
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
舞
台
と
な

っ
た
の
が
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ベ
ル
ク
広
場
と
ア
レ
ク

サ
ン
ダ
ー
広
場
の
間
の
空
間
に
つ
い
て
、
一
九
五
八
年
か
ら
五
九
年
に
か
け
て
複
数

の
計
画
案
が
立
案
さ
れ
た
の
ち
、
コ
ラ
イ
ン
と
ド
ゥ
チ
ュ
ケ
（W

erner D
utschke

）

の
二
つ
の
草
案
が
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
計
画
案
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り

を
挟
ん
で
北
側
と
南
側
に
一
つ
ず
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
住
民
八
〇
〇
〇
人
の
「
社
会
主
義

的
住
区
」
を
建
設
す
る
も
の
で
、
一
九
五
九
年
に
建
設
が
開
始
さ
れ
、
一
九
六
五
年

に
完
成
し
た）

（1
（

（
図
７
）。
そ
の
建
設
現
場
は
、
図
８
が
示
す
よ
う
に
、
ク
レ
ー
ン
を

投
入
し
て
規
格
化
建
材
を
組
み
立
て
る
と
い
う
、
建
築
の
工
業
化
を
示
す
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
、
図
１
と
図
７
を
比
較
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ベ

ル
ク
広
場
と
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
広
場
の
間
の
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
は
、
表
面
装
飾
の

な
い
長
方
形
の
建
物
が
並
び
、
冒
頭
で
示
し
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
門
と
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
ベ
ル
ク
広
場
の
間
の
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
と
は
異
な
る
姿
と
な
っ
た
。

図 7　スターリン大通り沿いの「社会主義的住区」

図8　スターリン大通り、プレハブ工法による建設（1960年）
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お
わ
り
に

一
九
五
七
年
に
東
西
両
ド
イ
ツ
の
建
築
家
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
フ
ェ
ン
プ
ー

ル
・
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
一
九
五
四
年
の
都
市
計
画
と
住
宅
建
設
の
転
換
後
、
課
題
と

な
っ
て
い
た
建
築
の
工
業
化
に
取
り
組
む
東
ド
イ
ツ
の
建
築
家
が
西
側
と
の
接
触
を

試
み
る
な
か
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
冷
戦
下
に
こ
う
し
た
東
西
両
ド
イ
ツ

の
建
築
家
の
交
流
が
可
能
で
あ
っ
た
背
景
に
は
、
戦
間
期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
共

通
の
基
盤
と
し
た
人
的
結
合
が
あ
っ
た
。
大
戦
期
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
条
件
の
も
と

で
活
動
し
な
が
ら
、こ
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
戦
後
も
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

フ
ェ
ン
プ
ー
ル
計
画
案
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
、
建
築
の
工
業
化
と
、
都
市
計
画

の
単
位
で
あ
る
住
区
の
位
置
付
け
の
二
点
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。前
者
に
つ
い
て
は
、

一
等
に
選
出
さ
れ
た
マ
イ
の
計
画
案
が
、
東
ド
イ
ツ
側
の
関
心
を
先
取
り
し
た
か
た

ち
で
、
プ
レ
ハ
ブ
工
法
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
た
。
建
築
の
工
業
化
と
い
う
論
点

で
は
、東
側
の
西
側
に
対
す
る
遅
れ
の
挽
回
と
い
う
側
面
が
目
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
一
方
で
後
者
の
都
市
計
画
の
単
位
と
し
て
の
住
区
と
い
う
テ
ー
マ
で
は
、

フ
ェ
ン
プ
ー
ル
計
画
案
の
前
後
の
時
期
に
、
住
区
概
念
を
東
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
の

な
か
で
独
自
に
定
義
し
、
社
会
主
義
的
な
共
同
生
活
を
体
現
す
る
空
間
構
成
と
、
西

側
の
都
市
計
画
と
の
差
異
化
が
試
み
ら
れ
た
。
そ
の
過
程
で
は
建
築
の
工
業
化
の
論

点
も
と
り
い
れ
ら
れ
、
東
側
の
独
自
性
を
打
ち
出
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
前
者
の
論

点
に
比
し
て
よ
り
顕
著
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
差
異
化
の
試
み
は
、
東
西
の
対
抗
関
係
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
稿
が
こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
対
抗
関
係
は
全
く
異
質

な
も
の
ど
う
し
の
衝
突
と
し
て
で
は
な
く
、
共
通
の
基
盤
に
た
っ
た
う
え
で
の
対
抗

関
係
と
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
フ
ェ
ン
プ
ー
ル

計
画
案
の
審
査
員
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
ヒ
レ
ブ
レ
ヒ
ト
は
、
一
九
七
四
年
に
東
側
諸

国
の
都
市
計
画
と
住
宅
建
設
を
回
顧
し
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
影
響
の
も
と
で
の

東
西
間
の
交
流
に
よ
っ
て
、
政
治
体
制
の
違
い
を
越
え
て
都
市
計
画
上
の
類
似
が
も

た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（4
（

。
こ
の
指
摘
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
の
議
論
を
ふ

り
か
え
る
と
、
東
西
ド
イ
ツ
の
建
築
家
が
、
と
も
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
に
立
脚
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
差
異
化
が
試
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
東
ド
イ
ツ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

の
特
徴
は
、
差
異
化
の
た
め
に
な
さ
れ
た
概
念
の
解
釈
に
こ
そ
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

最
後
に
、
本
稿
の
考
察
の
射
程
と
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

本
稿
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
の
工
期
に
よ
る
変
化
を
議
論
の
出
発
点
と
し
た
。
そ

の
た
め
、
社
会
主
義
的
古
典
主
義
に
よ
る
建
設
が
開
始
さ
れ
る
以
前
の
動
向
を
十
分

に
検
討
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
シ
ャ
ロ
ウ
ン
（H

ans Scharoun

）
に

よ
り
戦
間
期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
様
式
で
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
沿
い
に
集
合
住
宅
が
建
設

さ
れ
て
い
た（

（4
（

。
こ
の
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
社
会
主
義
的
古
典
主
義
様
式
の
時
期
は
前

後
を
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
挟
ま
れ
た
時
期
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
が
注
目
し
た

一
九
五
〇
年
代
後
半
の
動
向
も
、
戦
後
直
後
に
み
ら
れ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
か
ら
の
離
脱

を
へ
て
、
再
び
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
回
帰
し
た
も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際

に
、
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
・
コ
ン
ク
ー
ル
を
、
戦
間
期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
名
誉
回

復
と
位
置
付
け
る
研
究
も
あ
る（

（4
（

。
も
っ
と
も
、
こ
の
見
方
に
つ
い
て
は
、
戦
後
直
後

の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
つ
い

て
、
ど
こ
ま
で
同
質
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
か
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
な

か
で
の
変
化
を
社
会
的
文
脈
と
関
連
付
け
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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Ａ
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冷
戦
初
期
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
住
宅
団
地
建
設

―
モ
デ
ル
団
地
と
し
て
の
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
都
市
開
発
に
お
け
る
包
摂
と
排
除
―

森
下
嘉
之

　
　
　
　

１　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
冷
戦
初
期
（
主
に
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
）
の
都
市
・
住
宅
開
発
の
位

相
を
、
共
産
党
政
権
下
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
を
事
例
に
考
察
す
る
も
の
で
あ

る（
（
（

。
具
体
的
に
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
屈
指
の
鉱
山
・
工
業
都
市
で
あ
っ
た
オ

ス
ト
ラ
ヴ
ァ
に
お
け
る
冷
戦
期
の
住
宅
団
地
の
開
発
と
、
移
住
者
が
形
成
し
た
社
会

に
つ
い
て
の
分
析
を
行
う
。
筆
者
は
既
に
、
ド
イ
ツ
の
占
領
下
に
お
か
れ
た
第
二
次

世
界
大
戦
期
に
お
け
る
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
都
市
社
会
の
変
容
と
戦
後
の
住
民
移
動
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る（

（
（

。
本
稿
は
、
前
述
の
研
究
を
継
承
し
た
う
え
で
、
戦
後
四
〇
年
に

及
ぶ
共
産
党
政
権
さ
ら
に
は
二
一
世
紀
に
至
る
都
市
社
会
の
形
成
過
程
の
一
端
を
考

察
す
る
。

　

本
稿
が
分
析
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
冷
戦
初
期
の
一
九
五
〇
年
代
に
建

設
が
開
始
さ
れ
た
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
住
宅
団
地
「
ポ
ル
バ
」
地
区
で
あ
る
。
チ
ェ
コ

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
み
な
ら
ず
、
一
九
五
〇
年
代
の
東
欧
諸
国
で
は
、
各
地
で
大
規
模

な
工
業
団
地
の
開
発
が
行
わ
れ
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
ソ
連
で
建
設
さ
れ
た
重
工
業

都
市
マ
グ
ニ
ト
ゴ
ル
ス
ク
な
ど
を
モ
デ
ル
に
建
設
さ
れ
た
、
東
ド
イ
ツ
（
ア
イ
ゼ
ン

ヒ
ュ
ッ
テ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
）、
ハ
ン
ガ
リ
ー
（
ド
ゥ
ナ
イ
ヴ
ァ
ー
ロ
シ
ュ
）、
ポ
ー
ラ

ン
ド
（
ノ
ヴ
ァ
・
フ
タ
）
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
よ
う（

（
（

。
ポ
ル
バ
も
含
め
、
そ
の
多
く

は
、「
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
」
建
築
と
し
て
、
後
の
時
期
の
住
宅
建
設
と
は
異
な

る
独
特
の
都
市
景
観
を
生
み
出
し
た
。

　

ポ
ル
バ
団
地
に
関
す
る
研
究
は
、「
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
」
建
築
の
再
評
価
と

い
う
観
点
か
ら
、
近
年
数
多
く
の
成
果
が
現
れ
て
い
る
。
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
建
築

史
家
ス
ト
ラ
コ
シ
ュ
（
二
〇
一
〇
年
）
が
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
文
書
館
史
料
及
び
当

時
の
建
築
雑
誌
及
び
同
時
代
の
報
告
論
文（

（
（

を
駆
使
し
、
戦
後
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
都

市
開
発
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
る（

（
（

。 

ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
の
建
築
史
家
ザ
レ
コ
ア

（
二
〇
一
一
年
）
の
研
究
は
、
ポ
ル
バ
団
地
を
主
要
事
例
に
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
に
お
け
る
戦
前
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
家
と
社
会
主
義
期
の
住
宅
建
築
・
都
市
計
画

と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
・
ポ
ル
バ
団
地
に
つ
い
て
は
主
に
建
築
史
の
分
野

で
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
現
代
史
に
お
い
て
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
社

会
主
義
建
設
期
の
一
事
例
と
し
て
触
れ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
が
着
目

す
る
の
は
、
冷
戦
初
期
に
建
設
さ
れ
た
団
地
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
人
々
が
入
居

し
え
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
社
会
・
家
族
・
人
物
像
が
当
時
の
団
地
の
「
あ
る
べ
き
」

理
想
と
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
の
排
除
の
論
理
が
働
い
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。

近
年
で
は
、
ポ
ル
バ
団
地
の
住
民
が
編
纂
し
た
ク
ロ
ニ
ク
ル
や
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト

リ
ー
が
現
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
本
稿
の
分
析
の
一
助
と
し
た
い（

（
（

。

　
　
　
　

２　

戦
後
復
興
の
た
め
の
住
宅
供
給
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
主
義
政
権
に
よ
る
重
工
業
化
政
策

終
戦
直
後
の
一
九
四
五
年
六
月
の
内
務
省
布
告
に
よ
っ
て
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
で
は

九
七
の
大
工
場
、
一
一
一
の
中
規
模
工
業
、
ド
イ
ツ
資
本
お
よ
び
従
業
員
数
五
〇
〇

人
以
上
の
工
場
が
国
有
化
さ
れ
た
ほ
か
、
ド
イ
ツ
人
が
居
住
し
て
い
た
一
三
〇
〇
家

屋
七
九
〇
〇
戸
が
接
収
さ
れ
た（

（
（

。
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
域
内
に
一
万
六
五
〇
〇
人
居
住
し

て
い
た
ド
イ
ツ
系
住
民
は
市
民
権
剥
奪
の
上
、
そ
の
多
く
が
ド
イ
ツ
に
「
追
放
」
さ

れ
た（

（
（

 

。
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
州
国
民
委
員
会
の
管
轄
地
区
で
は
、
ド
イ
ツ
人
追
放
政
策
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が
終
了
し
た
一
九
四
六
年
一
〇
月
末
よ
り
一
万
四
六
二
二
人
に
対
し
て
収
用
地
が
分

配
さ
れ
た（

（1
（

 

。

　

ド
イ
ツ
系
住
民
の
追
放
政
策
が
終
わ
っ
た
一
九
四
六
年
一
〇
月
に
、
共
産
党
を

中
心
と
す
る
連
立
政
権
は
、
全
国
一
二
万
五
千
戸
の
住
宅
建
設
を
含
む
復
興
政
策

「
二
か
年
計
画
」
に
着
手
し
た（

（1
（

。
同
計
画
に
お
け
る
、
計
画
経
済
と
私
的
所
有
の

混
合
形
態
は
、「
社
会
主
義
へ
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
道
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

一
九
四
八
年
に
成
立
し
た
共
産
党
政
権
は
、
翌
四
九
年
五
月
の
第
九
回
共
産
党
大
会

に
お
い
て
、
集
団
化
を
前
提
と
す
る
ソ
連
型
社
会
主
義
へ
の
転
換
を
表
明
し
、
第
一

次
五
か
年
計
画
（
一
九
四
九
～
五
三
年
）
に
着
手
し
た
。
こ
の
よ
う
な
国
家
規
模

で
の
重
工
業
政
策
に
お
い
て
中
心
の
一
つ
に
据
え
ら
れ
た
の
が
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ

の
ク
レ
メ
ン
ト
・
ゴ
ッ
ト
ワ
ル
ト
・
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ツ
ェ
製
鉄
所
（V

ítkovické 

železárny K
lem

ent G
ottw

ald V
ŽK

G

）、
及
び
、
新
ク
レ
メ
ン
ト
・
ゴ
ッ
ト
ワ

ル
ト
炭
鉱
・
製
鉄
所
（N

ová hut‘ K
lem

enta G
ottw

alda N
H

K
G

）
で
あ
っ
た
。

一
九
五
六
年
に
開
始
さ
れ
た
第
二
次
五
か
年
計
画
（
一
九
五
六
～
一
九
六
〇
年
）
で

は
、
こ
の
両
製
鉄
所
の
鉄
生
産
は
一
一
一
％
増
、
ス
チ
ー
ル
七
八
％
増
が
計
画
さ
れ
、

一
九
六
九
年
に
は
こ
の
両
者
で
六
万
六
六
四
〇
人
の
従
業
員
を
抱
え
た（

（1
（

。
当
時
の
オ

ス
ト
ラ
ヴ
ァ
は
「
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
の
心
臓
」
と
呼
び
表
さ
れ
、「
資

本
主
義
の
都
市
計
画
と
は
異
な
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
型
の
社
会
主
義
都
市
・
住
宅
地
を
、

民
族（národ

）に
適
合
さ
せ
る
こ
と
」が
都
市
計
画
の
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。「
資

本
主
義
的
人
間
を
排
除
し
、
新
た
な
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
街
か
ら
同
国
全
体
の
生
活
環

境
の
再
建
が
始
ま
る
」
こ
と
で
、
同
市
は
「
人
民
の
た
め
の
街
」
と
位
置
付
け
ら
れ

た
の
で
あ
る（

（1
（

。

社
会
主
義
の
建
設
を
推
し
進
め
る
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
い
て
、
都
市
建

設
を
担
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
一
九
四
八
年
九
月
に
発
足
し
た
の
が
、「
ス
タ
ヴ

ォ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（Stavoprojekt

）」
と
呼
ば
れ
る
組
織
で
あ
っ
た
。
こ
の
組
織
内

で
主
流
を
占
め
た
の
が
、
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
に
バ
ウ
ハ
ウ
ス
や
近
代
国
際
建
築

会
議
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｍ
）、
ソ
連
構
成
主
義
の
影
響
を
受
け
た
「
社
会
主
義
建
築
家
連
盟
」

の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
建
築
家
で
あ
っ
た（

（1
（

 

。
ス
タ
ヴ
ォ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指
し

た
住
宅
建
設
は
、
戦
前
の
共
産
化
以
前
の
建
築
と
の
連
続
性
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
そ

の
象
徴
と
も
い
え
る
の
が
、
戦
前
に
建
設
さ
れ
た
チ
ェ
コ
東
部
の
都
市
ズ
リ
ー
ン
に

お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
労
働
者
住
宅
で
あ
っ
た
。
ズ
リ
ー
ン
は
一
九
世
紀
よ
り

製
靴
企
業
バ
チ
ャ
の
企
業
城
下
町
と
し
て
発
展
し
た
都
市
で
あ
り
、
戦
前
に
バ
チ
ャ

で
労
働
者
住
宅
や
都
市
建
設
を
担
っ
て
い
た
建
設
部
門
局
は
、
戦
後
に
ス
タ
ヴ
ォ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
引
き
継
が
れ
た
。材
質
・
工
法
等
が
規
格
化
さ
れ
た
住
宅
建
築
は
、「
ゴ

ッ
ト
ワ
ル
ド
フ
」
へ
と
改
称
さ
れ
た
都
市
名
に
ち
な
ん
で
「
Ｇ
四
〇
」
タ
イ
プ
と
し

て
定
め
ら
れ
、
一
九
五
〇
年
代
の
住
宅
建
設
に
広
く
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

（1
（

。

「
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
建
築
様
式
は
、
一
九
四
九
年
の
第
九
回
共
産
党
大
会

に
お
い
て
採
用
さ
れ
、
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
五
二
年
の
間
に
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
で

は
一
万
四
八
二
四
家
屋
が
建
設
さ
れ
た（

（1
（

。
同
様
式
の
住
宅
建
設
は
、
ス
タ
ヴ
ォ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
建
築
家
ズ
デ
ニ
ェ
ク
・
ラ
コ
ミ
ー
の
主
導
に
よ
っ
て
、
全
国
各
地
で
推

進
さ
れ
た（

（1
（

 

。

　
　
　
　

３　

一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
・
ポ
ル
バ
団
地
の
建
設

一
九
五
〇
年
代
の
重
工
業
化
政
策
と
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
「
社
会
主
義

リ
ア
リ
ズ
ム
」
を
最
も
体
現
し
た
建
築
が
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
市
西
部
に
計
画
さ
れ
た

ポ
ル
バ
団
地（

（1
（

で
あ
っ
た
。
以
下
、
主
に
ス
ト
ラ
コ
シ
ュ
と
ザ
レ
コ
ア
の
研
究
に
依
拠

し
て
整
理
し
て
い
く
。

ポ
ル
バ
の
建
設
用
地
は
、
戦
後
に
ド
イ
ツ
人
土
地
所
有
者
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ィ
ル
チ
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図 1　オストラヴァ・ポルバ団地の建築様式（筆者撮影）

ェ
ク
か
ら
収
用
し
た
ポ
ル
バ
地
区

一
〇
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
割
り
当
て

ら
れ
、
一
五
万
人
を
想
定
し
た
団

地
建
設
が
一
九
五
二
年
七
月
よ
り

開
始
さ
れ
た）

（1
（

。
ポ
ル
バ
団
地
の
建

設
を
任
さ
れ
た
の
が
、
戦
前
に
ブ

ル
ノ
の
機
能
主
義
建
築
家
イ
ジ

ー
・
ク
ロ
ハ
の
も
と
で
学
ん
だ
建

築
家
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
メ
ド
ゥ
ナ

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
都
市

建
設
に
は
、
ソ
連
の
建
築
ア
ド

ヴ
ァ
イ
ザ
ー
が
関
与
し
て
お
り
、

一
九
五
二
年
一
〇
月
に
は
チ
ェ
コ

建
築
家
の
代
表
団
が
ソ
連
を
訪
問

し
て
い
た）

11
（

。
ポ
ル
バ
団
地
は
建
設

時
期
に
よ
り
全
八
区
域
に
分
類
さ

れ
る
が
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
に

建
設
さ
れ
た
第
一
～
三
区
は
、
レ

ン
ガ
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
式
天
井
を

基
盤
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
・
古
典
主

義
の
装
飾
を
施
し
た
フ
ァ
サ
ー
ド

に
三
角
屋
根
が
備
え
ら
れ
た
。
中

庭
を
囲
む
四
階
建
て
の
住
宅
が
左

右
対
称
・
規
則
的
に
配
置
さ
れ
、

道
路
網
と
の
関
係
を
配
慮
し
た
配

置
で
あ
っ
た
。
ポ
ル
バ
団
地
に
お
け
る
建
築
上
の
最
大
の
目
玉
と
も
い
え
る
「
オ
ブ

ロ
ウ
ク
」
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
宮
殿
広
場
の
参
謀
局
を
再
現
し
た

も
の
で
あ
っ
た
（
図
１
）。
第
一
次
五
か
年
計
画
に
よ
っ
て
全
国
に
建
設
さ
れ
た
住

宅
は
一
七
万
六
四
四
六
戸
に
達
し
た
が
、
こ
こ
で
導
入
さ
れ
た
の
は
、
台
所
つ
き
二

部
屋
住
宅
で
平
均
三
二
・
二
七
㎡
の
五
～
六
階
建
て
「
Ｔ
一
五
タ
イ
プ
」
と
呼
ば
れ

る
集
合
住
宅
で
あ
っ
た
。
ポ
ル
バ
で
は
台
所
九
・
八
五
㎡
、
リ
ビ
ン
グ
一
六
・
八
㎡
、

寝
室
一
五
・
六
㎡
、
一
戸
当
た
り
平
均
二
・
二
部
屋
で
、
四
八
㎡
の
広
さ
を
確
保
し
た
。

ま
た
、
一
九
五
三
年
に
建
設
さ
れ
た
家
族
向
け
三
部
屋
住
宅
は
、
平
均
四
九
・
一
二

㎡
（
ポ
ル
バ
で
は
五
四
㎡
）
の
Ｔ
七
四
タ
イ
プ
と
呼
ば
れ
た）

1（
（

。

し
か
し
、
ポ
ル
バ
団
地
一
～
三
区
に
代
表
さ
れ
る
、「
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
」

建
築
に
よ
る
都
市
建
築
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
伴
う
同
様

式
の
否
定
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
よ
る
パ
ネ
ル
住
宅
建
設
の
導
入
に
よ
っ
て
、
大
き
な

転
換
点
を
迎
え
た
。
一
九
五
九
年
三
月
の
党
中
央
委
員
会
で
は
、
一
九
七
〇
年
ま
で

に
全
国
一
二
〇
万
戸
の
パ
ネ
ル
工
法
に
よ
る
建
設
が
掲
げ
ら
れ
た）

11
（

。
ポ
ル
バ
団
地

に
お
い
て
も
、
第
四
区
以
降
の
住
宅
で
は
Ｇ
五
七
タ
イ
プ）

12
（

と
呼
ば
れ
る
パ
ネ
ル
工

法
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
一
九
六
三
年
末
ま
で
に
、
六
万
三
三
八
五
人
が
居
住
す

る
一
万
八
四
〇
〇
戸
が
建
設
さ
れ
た）

1（
（

。
第
四
区
で
は
玄
関
、
台
所
一
〇
・
一
七
㎡
、

リ
ビ
ン
グ
二
一
・
五
二
㎡
、
寝
室
一
四
・
三
一
㎡
、
浴
室
ト
イ
レ
を
有
し
て
い
た）

14
（

。

一
九
六
〇
年
代
の
ポ
ル
バ
団
地
の
全
九
八
〇
六
戸
中
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
世
帯
に
集
中

暖
房
、
電
力
照
明
、
ガ
ス
、
浴
室
、
上
下
水
道
が
備
え
ら
れ
て
い
た）

11
（

（
次
頁
、
図
２
）。

当
初
は
独
身
者
用
の
小
規
模
住
宅
の
比
率
が
高
か
っ
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
全

二
万
五
三
〇
三
戸
中
、
二
部
屋
住
宅
は
一
万
五
一
〇
九
戸
と
半
数
以
上
を
占
め
る
よ

う
に
な
り
、
子
ど
も
の
い
る
若
い
世
帯
へ
の
室
内
空
間
等
の
改
良
が
施
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
伺
え
る
（
同
、
表
１
）。
託
児
所
や
図
書
館
、
五
つ
の
映
画
館
、
緑
地
の
整

備
が
な
さ
れ
、
一
九
六
五
年
に
建
設
が
開
始
さ
れ
た
第
六
区
は
、
高
等
学
校
と
県
立
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病
院
の
エ
リ
ア
と
さ
れ
た）

11
（

。
チ
ェ
コ
国
内
で
は
、
一
九
六
八
年
に
お
い
て
も
人
口

の
四
〇
％
以
上
が
一
人
あ
た
り
八
㎡
と
い
う
戦
前
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い「
過
密
住
宅
」

に
居
住
し
て
い
た
こ
と
に
比
し
て
、
ポ
ル
バ
団
地
の
例
外
性
は
際
立
っ
て
い
た）

11
（

。

一
九
五
六
年
に
は
、
英
米
他
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
日
本
な
ど
の
各
国

か
ら
視
察
団
が
訪
問
し
た
。
一
九
五
七
年
七
月
一
三
日
に
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
第
一

書
記
が
ポ
ル
バ
を
表
敬
訪
問
し
た
ほ
か
、
一
九
五
九
年
七
月
に
は
エ
チ
オ
ピ
ア
皇
帝

ハ
イ
レ
・
セ
ラ
シ
エ
、
一
九
六
〇
年
一
一
月
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ら
各

国
元
首
の
訪
問
を
受
け
た）

11
（

。
ポ
ル
バ
団
地
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
社

会
主
義
建
設
の
「
成
果
」
を
諸
外
国
に
発
信
す
る
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

1
2
3
4
5

玄関
玄関
台所
リビング
リビング

 10.82 ㎡
  7.73 ㎡
 10.17 ㎡
 21.52 ㎡
 18.65 ㎡

6
7
8
9

10

寝室
寝室
寝室
浴室＋ WC
玄関

 14.31 ㎡
 14.64 ㎡
 14.80 ㎡
   8.42 ㎡
    5.5 ㎡

図 2　1950 年代建設のポルバ住宅団地の見取り図
出典：Bartoň (1964), p. 20 より作成。

1963 1967
住民数 67,385 85,478 戸数
女性 20,437 27,953 1 部屋住宅 2,652
15 歳以下 23,133 26,539 2 部屋住宅 15,109
出生 1,346 1,284 3 部屋住宅 5,957
死亡 241 405 4 部屋以上 740
自然増 1,105 879 独身寮 845
流入者数 5,394 5,689 総数 25,303
退去者数 2,015 2,775
移住による増加 3,379 2,914

婚姻 474 587

出典：Archiv města ostravy. Čísla o Porubě.

表 1　1960 年代におけるポルバ地区統計
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４　

工
業
団
地
の
建
設
主
体
と
入
居
住
民
の
内
訳

本
節
で
は
ま
ず
、
住
宅
建
設
の
担
い
手
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
一
九
五
三
年

一
二
月
二
二
日
第
一
〇
六
号
法
に
お
い
て
、
住
宅
建
設
の
担
い
手
は
国
、
企
業
、
住

宅
組
合
、
個
人
の
四
者
と
さ
れ
、
特
に
戸
建
て
住
宅
に
関
し
て
は
、
戦
前
以
来
の

住
宅
の
私
的
所
有
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
実
際
に
、
一
九
五
〇
年
代
の
全
国
統
計

に
よ
れ
ば
、
個
人
建
設
住
宅
が
住
宅
建
設
総
数
の
三
分
の
一
か
ら
四
分
の
一
を
占
め

て
い
た）

21
（

。
一
九
五
八
年
の
第
一
一
回
党
大
会
で
党
は
、
住
宅
建
設
の
滞
り
に
鑑
み

て
、
企
業
や
組
合
に
よ
る
住
宅
建
設
を
促
す
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
一
九
五
九
年
五

月
一
二
日
第
二
七
号
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
住
宅
組
合
は
四
二
〇
、
組
合
員
数
は

一
万
六
二
一
一
人
を
数
え
た
一
方
、
一
九
六
一
年
に
は
政
府
に
よ
る
建
設
援
助
を
受

け
た
住
宅
は
一
〇
％
程
度
と
な
っ
て
い
た
。
他
方
、
一
九
八
九
年
ま
で
に
組
合
員
数

は
一
二
五
万
人
以
上
、
組
合
住
宅
の
比
率
は
四
〇
％
を
超
え
た）

2（
（

。
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の

ポ
ル
バ
団
地
に
お
い
て
も
、一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
民
間
所
有
の
家
屋
は
九
〇
％
、

住
宅
組
合
は
一
万
八
六
家
屋
に
増
大
し
た）

21
（

。
一
九
六
〇
年
代
の
ポ
ル
バ
団
地
の
建
設

主
体
は
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
・
カ
ル
ヴ
ィ
ナ
ー
製
鉄
所
が
六
一
六
六
戸
、
地
区
住
宅
公

社
（obvodní bytový podnik O

B
P

）
が
九
八
〇
五
戸
、
住
宅
組
合
が
六
三
四
五
戸
、

そ
の
他
二
九
八
六
戸
と
な
っ
て
お
り
、
国
か
ら
企
業
や
住
宅
組
合
へ
と
移
管
さ
れ
て

い
く
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
同
公
社
の
建
設
数
の
な
か
で
も
、
二
部
屋
住
宅

が
八
千
戸
以
上
を
占
め
て
い
た）

22
（

。
こ
の
よ
う
な
住
宅
政
策
の
変
容
か
ら
は
、
ポ
ル
バ

住
宅
の
入
居
者
は
職
場
と
住
宅
組
合
へ
の
加
入
に
よ
っ
て
、
単
身
者
ま
た
は
若
年
世

帯
を
中
心
に
、
地
域
社
会
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
み
る

こ
と
が
で
き
よ
う
（
表
２
、３
参
照
）。

次
に
、
ポ
ル
バ
団
地
の
住
民
構
成
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
同
団
地
の
特

徴
は
、
入
居
者
の
多
く
が
定
住
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
一
九
六
八
年
に
は
、
市
内

総数 政府建設 個人建設

1948 21,683 11,883 9,800

1953 38,957 29,657 9,300

1959 66,718 46,217 20,501

合計 354,507 180,470

表 2　1948 ～ 1959 年の全国での住宅建設数表 3　1960 年代ポルバ地区における住宅建設の出資者推移

出典：Stručný statistický sborník 1945-1960, 
　　　p. 202.

出典：Bartoň (1971); Prokop, et al. (1985); Jiřík, et al. (1997)
　　　より作成。
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の
住
民
数
三
〇
万
四
一
一
四
人
の
う
ち
、
定
住
者
二
七
万
一
二
一
九
人
、
一
時
滞

在
者
三
万
二
八
九
五
人
を
数
え
て
い
た
が
、
ポ
ル
バ
を
含
む
第
八
区
で
は
住
民

八
万
八
二
二
三
人
中
、
定
住
者
は
八
万
四
四
八
六
人
に
達
し
て
お
り
、
市
内
で
は

最
大
で
あ
っ
た（

（3
（

。
一
九
六
一
年
に
は
、
ポ
ル
バ
団
地
の
住
民
四
万
六
七
六
〇
人
中
、

一
五
歳
以
下
は
一
万
九
三
八
一
人
と
半
数
近
く
に
達
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
九
の
基
盤
学
校
、
一
〇
の
小
学
校
、
七
の
託
児
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
一
四

歳
未
満
の
比
率
が
市
内
で
は
二
三
・
四
％
に
対
し
て
、
ポ
ル
バ
で
は
三
七
・
二
％
を
占

め
る
一
方
で
、
六
〇
歳
以
上
の
比
率
が
市
内
で
は
一
七
・
八
％
に
対
し
て
、
ポ
ル
バ

で
は
三
・
七
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
以
上
の
事
例
か
ら
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の

ポ
ル
バ
は
移
住
者
の
街
か
ら
、
現
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
々
の
街
へ
と
そ
の
性
格
を

変
え
て
お
り
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
他
の
地
区
に
比
し
て
、
相
対
的
に
「
若
者
の
街
」

で
あ
っ
た
と
い
え
る（

（3
（

。

　

住
民
の
民
族
構
成
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
一
九
六
一
年
の
統
計
に
よ

れ
ば
、
市
内
の
民
族
構
成
は
チ
ェ
コ
人
が
二
一
万
六
八
八
九
人
（
九
二
・
六
〇
％
）

を
占
め
て
お
り
、
次
い
で
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
一
万
二
七
一
三
人
（
五
・
四
三
％
）、

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
八
八
三
人
（
〇
・
三
八
％
）、
ド
イ
ツ
人
六
六
七
人
（
〇
・
二
八
％
）

で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
に
は
ド
イ
ツ
人
が
二
万
四
六
八
二
人
を
数
え
て
い
た
こ
と

に
比
べ
る
と
、
戦
後
の
「
追
放
」
が
市
内
の
民
族
構
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

こ
と
が
伺
え
る（

（3
（

。
一
九
五
二
年
に
お
け
る
ポ
ル
バ
地
区
の
一
時
滞
在
者
八
九
名
の
出

身
地
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
東
ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
（
ソ

連
）
で
あ
り
、
そ
の
大
多
数
は
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ツ
ェ
製
鉄
所
・
炭
鉱
の
労
働
者
で

あ
っ
た（

（3
（

。

共
産
党
政
権
の
発
足
直
後
に
あ
た
る
一
九
五
〇
年
の
全
国
統
計
に
よ
れ
ば
、
オ

ス
ト
ラ
ヴ
ァ
に
住
居
登
録
の
あ
る
一
七
万
五
四
〇
三
人
中
、
移
住
者
の
人
数
は

六
万
五
六
八
八
人
、
比
率
に
し
て
三
七
・
四
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
住
民
の
大
半

が
入
れ
替
わ
っ
た
自
治
体
も
珍
し
く
な

い
国
境
地
域
は
も
と
よ
り
、
チ
ェ
コ
側

す
べ
て
の
県
都
の
平
均
（
五
一
・
四
％
）

の
中
で
も
低
い
比
率
で
あ
っ
た
。
オ
ス

ト
ラ
ヴ
ァ
が
一
九
世
紀
以
来
の
探
鉱
・

工
業
都
市
と
し
て
の
歴
史
か
ら
、
季
節

労
働
者
を
近
隣
地
域
か
ら
受
け
入
れ
続

け
た
こ
と
が
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る（

（3
（

。
ポ
ル
バ
地
区
に
お
い
て
も
、

一
九
六
八
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
地
元
の

北
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
県
八
一
・
二
％
が
圧
倒

的
多
数
を
占
め
て
い
た（

（3
（

。
同
年
の
ポ
ル

バ
で
の
一
家
屋
当
た
り
の
平
均
居
住
者

数
は
二
九
・
七
人
に
達
し
て
お
り
、
同

地
区
の
住
民
の
多
く
が
大
規
模
な
集
合
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

た
。
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ツ
ェ
製
鉄
所
に
近
接
す
る
フ
ラ
ブ
ー
フ
カ
地
区
、
ザ
ー
ブ
ジ

ェ
フ
地
区
に
比
し
て
、
ポ
ル
バ
で
は
独
特
の
団
地
住
民
と
し
て
の
意
識
が
生
じ
た
と

考
え
ら
れ
る
（
表
４
）。

　
　
　
　

５　

社
会
主
義
期
に
お
け
る
不
可
視
化
さ
れ
た
「
排
除
」

本
節
で
は
、
近
年
進
め
ら
れ
て
い
る
ポ
ル
バ
団
地
の
入
居
者
へ
の
聞
き
取
り
調

査
を
紹
介
す
る
。
最
初
に
、
団
地
建
設
当
時
の
入
居
者
に
関
す
る
新
聞
報
道
か
ら
見

て
い
き
た
い
。
鉱
山
労
働
者
ア
ル
ノ
シ
ュ
ト
・
ヴ
ロ
ナ
は
、
妻
と
五
人
の
子
ど
も
と

と
も
に
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
近
郊
の
ブ
ト
ヴ
ィ
ツ
ェ
か
ら
一
九
五
一
年
に
ポ
ル
バ
団
地

表 4　戦後建設された住宅地区の人口増加

フラブーフカ ザーブジェフ ポルバ

1946 5,333 15,232 1,497

1950 5,346 16,414 1,596

1961 10,581 21,963 42,575

1970 30,473 39,223 83,196

1980 38,810 34,177 93,667

出典：Radim Prokop, Jiří Kovář, „Ostrava novodobý vývoj 
a problematika obyvatelstva současného průmyslového 
velkoměsta“, Ostrava. Sborník příspěvku k dejinám a výstavbe 
mesta, 13, 1985, p. 172.
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に
入
居
し
た
。
転
居
以
前
は
車
両
工
場
の
ク
レ
ー
ン
工
で
あ
っ
た
が
、
鉱
山
で
短
期

労
働
の
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
鉱
山
労
働
に
「
転
職
」
し
た

と
い
う
。
現
地
で
は
模
範
労
働
者
「
ス
タ
ハ
ノ
フ
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
新
居
で
は

娘
も
生
ま
れ
た
。食
器
棚
や
ベ
ッ
ド
な
ど
新
居
の
家
具
は
国
か
ら
の
補
助
で
購
入
し
、

「
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
に
絨
毯
を
買
い
揃
え
る
」
つ
も
り
だ
と
い
う）

（1
（

。
二
〇
一
九
年
に

刊
行
さ
れ
た
ポ
ル
バ
住
民
の
回
想
録
に
よ
れ
ば
、
市
内
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ツ
ェ
製
鉄

所
に
勤
め
る
ヤ
ン
・
シ
ュ
ピ
ナ
（
一
九
二
二
年
生
ま
れ
）
は
、
妻
ア
リ
ツ
ェ
と
一
人

の
娘
と
共
に
、
一
九
五
〇
年
三
月
に
ポ
ル
バ
団
地
最
初
の
入
居
者
と
な
っ
た
。
家
族

は
台
所
つ
き
三
部
屋
住
宅
を
確
保
し
た
が
、
当
時
は
製
鉄
所
建
設
の
労
働
力
（
ブ

リ
ガ
ー
ダ
）
が
大
量
動
員
さ
れ
た
時
代
で
あ
り
、
ポ
ル
バ
に
は
彼
ら
・
彼
女
ら
の
た

め
の
一
時
バ
ラ
ッ
ク
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
妻
は
こ
の
若
い
労
働
力
の
た
め
に
、
バ

ラ
ッ
ク
食
堂
で
働
い
て
い
た
と
い
う
。
翌
年
に
は
長
男
が
生
ま
れ
、
家
族
と
も
ポ
ル

バ
で
過
ご
し
た
が
、
住
居
設
備
や
隣
人
関
係
に
お
い
て
肯
定
的
な
記
録
を
残
し
て
い

る）
（（
（

。
団
地
へ
の
入
居
は
、
以
前
の
社
会
生
活
か
ら
の
大
幅
な
物
質
的
・
精
神
的
改
善

と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
ポ
ル
バ
団
地
の
環
境
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
反
応
は
必
ず
し
も
肯
定

的
な
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
迅
速
な
大
量
生
産
を
目
指
し
た
プ

レ
ハ
ブ
・
パ
ネ
ル
工
法
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
も
建
設
の
遅
れ
は
改
善
さ
れ
ず
、
パ
ネ

ル
の
継
ぎ
目
に
は
し
ば
し
ば
隙
間
が
生
じ
て
し
ま
い
、
絶
え
ず
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必

要
に
な
っ
た
と
い
う）

（1
（

。
別
の
記
録
に
よ
れ
ば
、「
一
九
五
四
年
に
引
っ
越
し
た
と
き
、

道
も
玄
関
も
泥
ま
み
れ
で
あ
り
、
靴
を
見
れ
ば
ポ
ル
バ
の
人
間
だ
と
わ
か
る
」
ほ
ど

で
あ
り
、「
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
で
白
い
シ
ャ
ツ
と
ブ
ラ
ウ
ス
を
着
る
こ
と
、
窓
を
開
け

る
こ
と
は
不
可
能
」
な
う
え
に
、
皮
膚
病
も
増
加
し
て
い
た
と
い
う）

（2
（

。
一
九
六
五
年

に
は
、
市
の
役
人
が
「
人
々
は
ポ
ル
バ
に
や
っ
て
き
て
、
た
だ
寝
る
だ
け
で
あ
り
、

生
活
は
ほ
か
の
場
所
に
あ
る）

（（
（

」
と
発
言
し
て
い
た
。
ポ
ル
バ
は
建
設
当
初
か
ら
特
定

の
工
場
労
働
者
の
団
地
と
し
て
設
計
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、団
地
内
で
完
結
す
る「
田

園
都
市
」
的
な
設
計
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。　

そ
の
一
方
で
、戦
後
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
・
ポ
ル
バ
に
お
い
て
、団
地
生
活
か
ら
「
排
除
」

さ
れ
た
最
大
の
層
は
ロ
マ
（
ジ
プ
シ
ー
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
四
八
年
の

共
産
党
政
権
の
成
立
後
、と
り
わ
け
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
で
は
一
九
五
三
年
以
降
に
鉱
山
・

製
鉄
労
働
の
た
め
の
ロ
マ
の
移
住
が
本
格
化
し
た
。
一
九
四
七
年
に
は
一
三
四
人
に

過
ぎ
な
か
っ
た
ロ
マ
人
口
は
、
一
九
六
六
年
に
は
三
七
八
六
人
へ
と
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
た）

（4
（

（
表
５
、６
）。
一
九
五
三
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
市
内
一
一
七
七
人
の
ロ

マ
の
う
ち
、
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ツ
ェ
製
鉄
所
に
七
六
人
、
建
設
業
に
一
二
五
人
、
鉱

年度 1961 1970 1980
チェコ人 216,889 (92.6) 255,026 (91.6) 295,821 (91.9)
スロヴァキア人 12,713 (5.4) 18,000 (6.5) 20,537 (6.4)
ポーランド人 883 (0.4) 816 (0.3) 1,102 (0.3)
マジャール人 681 (0.3) 974 (0.3) 1,085 (0.3)
ドイツ人 667 (0.3) 580 (0.2) 468 (0.1)
ウクライナ人 392 (0.2) 397 (0.1) 445 (0.1)
ロマ 1,999 3,241 4,761
その他 1,997 (0.8) 2,863 (0.9) 2,615 (0.9)

表 5　社会主義期オストラヴァの人口推移

表 6　社会主義期オストラヴァの民族構成（人数（％））

出典：Bartoň (1971), Prokop, et al. (1985), Jiřík, et al. (1997) より作成。

出典：Prokop, et al. (1985), p. 194.
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工
業
に
一
一
一
人
の
就
労
が
見
ら
れ
、
流
入
者
の
四
分
の
三
が
就
労
年
齢
層
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。
一
九
六
六
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
周
辺
の
農
村
部
を
含
む
ポ
ル
バ
地

区
に
は
三
五
家
族
二
〇
九
人
の
ロ
マ
が
居
住
し
て
お
り
、
過
密
住
居
は
一
二
家
族
と

三
分
の
一
程
度
で
あ
っ
た
が
、
ロ
マ
が
最
も
多
い
市
中
心
部
（
一
八
〇
家
族
九
五
七

人
）
で
は
過
密
住
宅
が
四
分
の
三
の
一
三
六
を
数
え
て
お
り
、
地
区
に
よ
る
ロ
マ
の

居
住
環
境
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
っ
た（

（4
（

。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
一
九
五
〇
年
五
月
九
日
の
県
国
民
委
員
会
は
、「
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
か
ら
チ
ェ
コ
へ
の
望
ま
れ
な
い
移
住
、
理
由
な
き
労
働
割
り
当
て
」
で

あ
る
と
し
て
、
政
府
に
ロ
マ
の
状
況
改
善
を
求
め
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
内
務

省
は
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
当
局
に
一
九
五
二
年
九
月
二
日
付
で
、「
ジ
プ
シ
ー
を
対
象
と

す
る
布
告
を
全
国
レ
ベ
ル
で
出
す
こ
と
は
差
別
的
な
措
置
で
あ
る
た
め
に
不
可
能
で

あ
る
」
と
返
答
し
た
。
現
場
で
の
健
康
管
理
や
学
校
問
題
に
つ
い
て
は
、県
（
地
区
）

国
民
委
員
会
の
管
轄
と
さ
れ
た
た
め
、
一
九
五
二
年
一
一
月
に
、
市
当
局
は
「
ジ
プ

シ
ー
問
題
解
決
委
員
会
」
を
設
置
し
、
翌
一
九
五
三
年
九
月
一
九
日
に
「
新
し
い
人

間
教
育
の
た
め
の
ジ
プ
シ
ー
出
自
者
の
世
話
」
を
承
認
し
た
。
各
地
区
で
一
人
、
ロ

マ
の
労
働
代
表
者
一
名
を
選
出
・
任
命
し
、
市
当
局
は
同
委
員
会
を
通
し
て
、
ロ
マ

の
就
業
状
況
、
住
居
、
衛
生
状
態
な
ど
の
報
告
、
学
校
、
ロ
マ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

状
況
な
ど
を
調
査
し
た（

（4
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
六
年
に
は
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
で
、

不
衛
生
な
住
居
に
住
む
家
族
が
一
六
三
組
、
木
造
小
屋
が
九
九
家
族
な
ど
で
あ
り
、

適
切
と
さ
れ
た
の
は
九
八
戸
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う（

（4
（

。

　

共
産
党
政
権
に
と
っ
て
、
ロ
マ
の
定
住
化
政
策
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

一
九
五
三
年
一
〇
月
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
当
該
地
区
に
居
住
す
る
ロ
マ
二
三
二
家

族
の
う
ち
、
居
住
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
の
は
四
七
家
族
の
み
で
あ
っ
た（

（4
（

。

第
一
一
回
共
産
党
大
会
を
経
た
一
九
五
八
年
一
〇
月
一
七
日
第
七
四
号
法
に
よ
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
「
ノ
マ
ド
」
に
対
し
て
六
か
月
か
ら
三
年
の
禁
固
刑
が
定
め
ら

れ
、
一
五
歳
以
上
の
非
定
住
者
は
期
日
内
の
登
録
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
市
当
局
が

ロ
マ
住
民
に
対
し
て
団
地
に
住
居
を
分
配
し
、
病
院
で
の
出
産
を
援
助
し
た
こ
と

で
、一
九
六
〇
年
に
は
衛
生
的
に
問
題
な
い
ロ
マ
の
住
居
は
一
五
％
の
み
だ
っ
た
が
、

一
九
六
六
年
に
は
半
数
に
達
し
た
と
い
う（

（5
（

。
政
府
の
定
住
化
政
策
と
は
対
照
的
に
、

オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
当
局
は
工
業
地
域
で
の
労
働
力
不
足
の
た
め
、
不
定
住
で
あ
っ
て
も

ロ
マ
移
住
者
を
多
く
必
要
と
し
た
。

住
民
の
民
族
構
成
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
ロ
マ
住
民
の
多
く
を
占
め
た
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
出
身
者
に
つ
い
て
改
め
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
市
内
に

お
い
て
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
住
民
の
数
は
一
九
七
〇
年
に
は
一
万
八
千
人
に
達
し

て
い
た
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
出
身
者
は
男
性
の
就
業
年
齢
層
の
比
率
が
高
く
、
ま
た

職
種
的
に
は
労
働
者
層
の
比
率
が
高
か
っ
た
。
一
九
八
〇
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
ロ

マ
住
民
比
率
は
市
中
心
部
の
再
開
発
地
区
（
一
区
）
に
お
い
て
七
万
二
八
三
六
人
中

五
四
九
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ポ
ル
バ
で
は
地
区
人
口
一
〇
万
七
六
九
一
人

に
対
し
て
、
ロ
マ
人
口
は
二
四
七
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
一
方
、
同
地
域
の
ス
ロ
ヴ
ァ

キ
ア
人
居
住
者
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
中
心
部
（
一
区
）
で
は
二
五
七
八
人
、
全
体
の

五
・
七
八
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ポ
ル
バ
で
は
五
三
二
一
人
（
五
・
六
八
％)

と
、

比
率
的
に
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
中
心
部
で
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

出
身
者
の
中
で
も
ロ
マ
比
率
が
高
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
ポ
ル
バ
な
ど
の
新
興
団
地

で
は
、
ロ
マ
と
し
て
登
録
さ
れ
な
い
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
出
身
者
の
比
率
が
高
い
傾
向
が

見
ら
れ
た（

（5
（

。
ポ
ル
バ
住
民
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
ロ
マ
は
決
し
て
騒
音
や
軽
犯
罪
の
主

因
で
は
な
く
、
負
傷
に
よ
る
退
役
後
に
映
画
館
で
働
い
て
い
た
と
き
に
は
、
映
画
館

で
の
売
り
上
げ
を
持
ち
帰
る
際
に
襲
撃
を
受
け
な
い
よ
う
、
ロ
マ
た
ち
が
家
ま
で
ボ

デ
ィ
ガ
ー
ド
を
買
っ
て
出
て
い
た
と
い
う（

（5
（

。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
ロ
マ
住
民
が

ポ
ル
バ
団
地
の
住
民
で
あ
っ
た
と
い
う
記
録
は
定
か
で
は
な
く
、
団
地
住
民
の
世
界

と
職
場
・
市
街
地
の
ロ
マ
社
会
と
は
切
り
離
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
一
九
五
〇
年
代
初
頭
に
着
工
さ
れ
た
ポ
ル
バ
団
地
が
、
社
会
主

義
の
「
モ
デ
ル
団
地
」
を
形
成
す
る
一
方
で
、
入
居
に
お
け
る
包
摂
と
排
除
を
内
包

す
る
過
程
を
考
察
し
た
。「
新
し
い
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
的
人
間
」
の
形
成
は
、
同
国
に
お

け
る
社
会
主
義
の
建
設
当
初
の
基
本
方
針
で
あ
っ
た（

（5
（

。「
共
和
国
の
心
臓
」
と
も
位

置
付
け
ら
れ
た
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
に
お
い
て
建
設
さ
れ
た
ポ
ル
バ
団
地
は
、都
市
計
画
、

建
築
様
式
、
入
居
者
層
に
お
い
て
、
社
会
主
義
建
設
の
象
徴
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
。
ポ
ル
バ
団
地
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
人
口
一
〇
万
人
規
模
の
街
の

六
〇
年
の
歴
史
の
な
か
で
、
作
家
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ど
の
文
化
人
の
出
身
者
が

多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る（

（5
（

。
ポ
ル
バ
団
地
に
入
居
し
え
た
労
働
者
は
、「
成
功
者
」

と
見
な
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
団
地
に
対
し
て
肯
定
的
な
返
答
が
寄
せ
ら
れ
る
傾
向

が
確
認
で
き
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
ポ
ル
バ
で
の
団
地
建
設
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
ま
で
の

長
期
に
及
ん
だ
た
め
、
五
〇
年
代
後
半
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
や
六
〇
年
代
の
改
革
共

産
主
義
の
影
響
も
反
映
さ
れ
て
い
た
。「
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
」
建
築
か
ら
パ
ネ

ル
工
法
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
た
一
方
、
入
居
者
の
増
加
に
伴
う
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備

と
住
環
境
の
改
善
は
継
続
さ
れ
た
。
建
設
当
初
の
「
新
し
い
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
的
人
間
」

の
理
念
よ
り
も
、
増
大
す
る
入
居
者
の
生
活
環
境
へ
の
対
処
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
住
宅
の
建
設
主
体
が
一
九
六
〇
年
代
に
政
府
か
ら
地
域
の
住
宅
組
合

に
転
換
さ
れ
、
団
地
で
の
出
生
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
ポ
ル
バ
入
居
者
の
地
域
社
会

へ
の
定
着
は
加
速
し
た
。
他
方
、
市
中
心
部
に
お
け
る
ロ
マ
住
民
世
界
は
、
ポ
ル
バ

に
お
い
て
は
あ
る
程
度
不
可
視
化
さ
れ
て
い
た
。
社
会
主
義
の
統
合
理
念
と
「
モ
デ

ル
団
地
」
と
し
て
の
ポ
ル
バ
は
、
都
市
社
会
内
部
に
お
け
る
階
層
分
化
の
う
え
に
成

り
立
っ
て
い
た
。

最
後
に
、
冷
戦
初
期
の
住
宅
団
地
が
二
一
世
紀
の
現
在
に
お
い
て
持
つ
政
治
的

意
味
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
五
〇

年
代
前
半
「
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
」
建
築
は
体
制
転
換
後
に
再
評
価
が
進
み
、
ポ

ル
バ
団
地
一
～
三
区
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
三
年
に
保
全
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

共
産
主
義
体
制
の
政
治
的
記
憶
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
当
時
か
ら
建
築
的
に
も
賛
否
の

あ
っ
た
「
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
」
が
、
体
制
転
換
後
の
都
市
再
開
発
の
流
れ
の
中

で
保
全
対
象
と
し
て
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
、
現
代
史
の
観
点

か
ら
更
な
る
考
察
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

注
（
1
）	

本
稿
は
、
社
会
経
済
史
学
会
第
八
八
回
全
国
大
会
（
二
〇
一
九
年
五
月
一
八
日
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
冷
戦
期
の
住
宅
建
設
・
都
市
開
発

―
西
ド
イ
ツ

と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
」
に
基
づ
く
。

（
2
）	

森
下
嘉
之
「「
ヒ
ト
ラ
ー
の
新
秩
序
」
と
そ
の
後
が
も
た
ら
し
た
地
域
社
会
の
変

容

―
チ
ェ
コ
工
業
都
市
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
を
事
例
に
（
一
九
三
八
～
一
九
四
八

年
）」『
歴
史
と
経
済
』
六
〇
巻
三
号
、
二
〇
一
八
年
、
一
二-

二
一
頁
。

（
3
）	

ス
タ
ー
リ
ン
期
の
ソ
連
・
東
欧
諸
国
に
お
け
る
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
多
く
の
比

較
研
究
が
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
以
下
を
参
照
。Thom
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築
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さ
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ア
リ
ズ
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テ
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ま
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発
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し
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一
九
五
〇
年
代
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
東
独
出
身
者
の
た
め
の
住
宅
建
設

　
　
　

―
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
の
事
例（

（
（

―

永
山
の
ど
か

　
　
　
　

１　

は
じ
め
に

第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
後
、
ド
イ
ツ
は
西
側
占
領
地
区
と
ソ
連
占
領
地
区
、
そ

し
て
一
九
四
九
年
に
は
西
ド
イ
ツ
と
東
ド
イ
ツ
に
分
断
さ
れ
た
が
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁

が
建
設
さ
れ
る
一
九
六
一
年
ま
で
、
ソ
連
占
領
地
区
・
東
ド
イ
ツ
か
ら
市
民
が
西
ド

イ
ツ
に
押
し
寄
せ
移
住
し
た
。
彼
ら
東
独
難
民
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
十
分
な
蓄
積

が
あ
る
が
、
東
ド
イ
ツ
を
脱
出
す
る
際
の
動
機
や
西
ド
イ
ツ
社
会
へ
の
統
合
の
過
程

に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
住
宅
建
設
、
都
市
開
発
と
関
連
づ
け
て
論
じ
ら
れ
て
い

る
も
の
は
少
な
い
。
流
入
数
が
多
か
っ
た
一
九
五
〇
年
代
は
、
深
刻
な
住
宅
不
足
を

背
景
に
西
ド
イ
ツ
政
府
、
州
政
府
、
地
方
自
治
体
の
各
級
政
府
が
幅
広
い
社
会
層
の

た
め
の
住
宅
建
設
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
た
時
期
で
あ
る
が
、
東
独
難
民
向
け
の
住

宅
供
給
は
住
宅
史
の
先
行
研
究
に
お
い
て
も
中
心
的
な
テ
ー
マ
で
は
な
い
。
先
行
研

究
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
西
ド
イ
ツ
人
口
に
占
め
る
東
独
難
民
の
割
合
が

一
〇
％
に
も
達
し
て
い
な
い
こ
と
と
関
係
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
一
九
五
〇
年
代
、
東
独
難
民
向
け
住
宅
供
給
へ
の
公
的
機
関
の
関
与
の

度
合
い
は
一
般
の
住
民
の
た
め
の
住
宅
供
給
に
比
べ
て
強
く
、冷
戦
を
背
景
に
し
て
、

そ
の
資
金
は
ド
イ
ツ
国
内
か
ら
だ
け
で
な
く
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
提
供
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
東
独
難
民
全
体
に
占
め
る
、
年
金
等
公
的
資
金
で
生
計
を
立
て
て
い
る
人
の
割

合
が
、
一
般
の
住
民
や
他
の
特
定
の
社
会
層

―
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
領
だ
っ
た
東
部

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
か
ら
戦
時
中
な
い
し
戦
後
に
ド
イ
ツ
に
流
入
し
た
被
追
放
民

―

の
場
合
に
比
べ
て
低
か
っ
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る（

（
（

。
ま
た
、
彼
ら
へ
の
住
宅
供
給

は
市
議
会
な
ど
で
も
重
点
的
に
話
し
合
わ
れ
、
そ
の
議
論
は
東
独
難
民
向
け
住
宅
供

給
に
と
ど
ま
ら
な
い
住
宅
論
議
へ
と
結
び
付
い
て
い
っ
た
。
本
稿
で
は
、
東
独
難
民

の
住
宅
の
た
め
の
公
的
関
与
が
、
冷
戦
と
い
う
政
治
的
事
情
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響

を
受
け
、
市
の
住
宅
地
形
成
や
住
宅
論
議
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
、
と
い

う
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

冷
戦
の
影
響
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
資
金
援
助
が
住
宅
供

給
に
与
え
た
影
響
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
前
半
、
ア
メ
リ
カ
は
欧

州
復
興
計
画
（
Ｅ
Ｒ
Ｐ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
）
の
「
見
返
り
資
金
」
を
西
ド
イ
ツ

の
モ
デ
ル
住
宅
団
地
な
ど
の
建
設
の
た
め
に
提
供
し
た
が
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
に

も
東
独
難
民
向
け
住
宅
に
資
金
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル

で
の
住
宅
供
給
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
。

ま
た
、
市
の
住
宅
地
形
成
、
住
宅
論
議
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
東
独
難
民
が

地
元
住
民
に
と
っ
て
「
異
質
な
」
人
た
ち
で
あ
っ
た
、
と
い
う
点
が
重
要
に
な
る
。

戦
後
西
ド
イ
ツ
の
住
宅
政
策
が
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ミ
ッ
ク
ス
」、
つ
ま
り
、
居
住
地

区
に
お
け
る
、
社
会
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
住
民
構
成
の
実
現
を
目
指
し
た
こ
と

は
、
ハ
ー
ラ
ン
ダ
ー
や
大
場
茂
明
が
指
摘
し
て
い
る
が（

（
（

、
こ
の
よ
う
な
理
念
と
東
独

難
民
向
け
住
宅
供
給
の
論
議
は
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　

２　

東
独
難
民
の
た
め
の
簡
易
住
宅
供
給

西
ド
イ
ツ
人
口
に
占
め
る
東
独
難
民
の
割
合
は
一
九
六
一
年
六
月
の
時
点
で
、

五
・
五
％
、
一
〇
万
人
以
上
の
大
都
市
の
場
合
は
人
口
の
七
・
九
％
で
あ
り
、
被
追
放

民
の
そ
れ
（
全
国
で
一
五
・
九
％
、
大
都
市
で
一
三
・
一
％
）
よ
り
も
低
か
っ
た（

（
（

。
し

か
し
、
一
九
五
〇
年
代
、
と
く
に
、
東
ド
イ
ツ
で
蜂
起
が
発
生
し
た
一
九
五
三
年
や

そ
の
後
の
一
九
五
五
～
五
七
年
の
流
入
数
を
み
る
と
（
表
１
）、
東
独
難
民
は
被
追
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放
民
よ
り
多
か
っ
た
。
ま
た
、
表
に
お
い
て
「
被
追
放
民
」
に
含
ま
れ
る
人
々
の
中

に
も
、
東
ド
イ
ツ
か
ら
西
ド
イ
ツ
に
移
住
す
る
者
が
目
立
っ
た
。

東
独
難
民
の
流
入
が
目
立
っ
た
一
九
五
〇
年
代
半
ば
、
西
ド
イ
ツ
で
は
一
般
の

住
民
の
住
宅
不
足
も
深
刻
で
あ
っ
た
。
連
邦
政
府
は
「
社
会
的
住
宅
建
設
」
の
枠
組

み
で
、
一
般
の
住
民
の
た
め
の
新
規
住
宅
建
設
に
助
成
金
を
交
付
し
た
が
、
東
独
難

民
向
け
住
宅
供
給
へ
の
各
級
政
府
の
関
与
の
度
合
い
は
、
一
般
住
民
向
け
住
宅
建
設

の
場
合
よ
り
も
高
か
っ
た
。
東
独
難
民
の
流
入
が
冷
戦
と
い
う
政
治
的
事
由
に
よ
る

も
の
だ
っ
た
た
め
、
連
邦
政
府
や
州
政
府
だ
け
で
な
く
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
資
金
が
提

供
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
資
金
を
用
い
て
、
地
方
自
治
体
は
連
邦
政
府
、

さ
ら
に
は
州
政
府
に
よ
っ
て
割
り
振
ら
れ
た
東
独
難
民
に
宿
泊
施
設
や
住
宅
を
提
供

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
ず
、
一
時
的
に
宿
泊
す
る
収
容
施
設
の
提
供
、
そ

の
後
、
常
設
住
宅
の
斡
旋
、
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
本
稿
で
扱
う
一
九
五
〇
年
代
半

ば
は
、
新
た
に
流
入
し
た
東
独
難
民
に
収
容
施
設
を
提
供
し
、
同
時
に
、
す
で
に
収

容
施
設
に
入
っ
て
い
る
東
独
難
民
に
常
設
の
住
宅
を
提
供
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。

一
九
五
〇
年
代
半
ば
の

東
独
難
民
の
居
住
状
況
を
数

字
で
確
認
し
て
お
こ
う
。
表

２
か
ら
は
、
一
九
五
六
年
、

人
口
数
上
位
一
一
都
市
全
体

に
お
い
て
三
割
以
上
の
東
独

難
民
世
帯
が
不
安
定
な
居
住

環
境
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
が
、
こ
こ
に
は
、
上
述
の

収
容
施
設
も
含
ま
れ
て
い

る
。
大
都
市
の
う
ち
、
西
ベ

ル
リ
ン
を
除
い
た
一
〇
都
市

の
中
で
不
安
定
居
住
率（

（
（

が
最

も
高
か
っ
た
の
は
シ
ュ
ツ
ッ

ト
ガ
ル
ト
で
あ
る
。
以
下
で

は
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
お

け
る
不
安
定
居
住
解
消
の
取

り
組
み
の
過
程
に
焦
点
を
当

西ドイツに
移住した年

東独難民（東ドイツ
経由の避難民を除く） 被追放民

全体 全体 うち、ソ連占領地区、
東ドイツを経由した人

1000 人 ％ 1000 人 ％ 1000 人 ％

1944‐45 290.3 9.4 1,830.1 20.4 523.4 28.6

1946 169.9 5.5 2,474.2 27.6 479.3 19.4

1947 133.0 4.3 523.6 5.8 198.4 37.9

1948 138.9 4.5 400.2 4.5 166.3 41.6

1949 144.1 4.6 253.5 2.8 129.0 50.9

1950 151.0 4.9 184.9 2.1 106.1 57.4

1951 113.9 3.7 96.0 1.1 62.9 65.5

1952 112.1 3.6 76.4 0.9 54.8 71.7

1953 203.4 6.6 111.8 1.2 84.6 75.7

1954 128.7 4.2 81.3 0.9 57.1 70.2

1955 182.6 5.9 88.0 1.0 63.7 72.4

1956 192.8 6.2 104.0 1.2 69.5 66.8

1957 180.5 5.8 159.6 1.8 78.3 49.1

1958 121.7 3.9 155.2 1.7 61.4 39.6

1959 88.0 2.8 54.0 0.6 30.7 56.9

1960 146.0 4.7 48.7 0.5 32.2 66.1

1961 68.8 2.2 9.8 0.1 5.5 56.1

記載なし /1943
年以前に移住 44.3 1.4 392.1 4.4 31.9 8.1

西独への移住後
に生まれた子供 489.0 15.8 1,913.2 21.4 530.9 27.7

全体 3099.1 100.0 8,956.2 100.0 2,765.7 30.9

表 1　1961 年 6 月 6 日時点における西ドイツ在住の東独難民の流入年 

出典：Statistisches Bundesamt Wiesbaden (Hrsg.), Bevölkerung und Kultur. Volks- und 
Berufszählung vom 6. Juni 1961, Heft 6, Vertriebene und Deutsche aus der SBZ. 
Vertreibung und Struktur, S. 28により作成。
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表 2　1956 年 9 月における東独難民・被追放民世帯の不安定居住率

出典：Deutsche Städtetag (Hrsg.), Statistisches Jahrbuch deutscher Gemeinden, Jg.45(1957), S. 302, S. 307, S. 316 により作成。

て
た
い
。

東
独
難
民
に
供
給
す
る
住
宅
の
形
態
は
各
地
方
自
治
体
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

て
お
り
、
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
は
、
東
独
難
民
が
一
挙
に
押
し
寄
せ
て
き
た

一
九
五
三
年
に
、
議
論
が
活
発
化
し
た（

（
（

。
東
独
難
民
へ
の
住
宅
供
給
は
急
を
要

し
て
い
た
た
め
、
議
論
で
は
、
建
設
期
間
が
短
い
「
簡
易
住
宅
（Schlicht- und 

Einfachw
ohnung, Einfachw

ohnung, Schlichtw
ohnung

）」
が
東
独
難
民
向
け
住

宅
の
候
補
と
し
て
挙
が
っ
た
。「
簡
易
住
宅
」
に
は
は
っ
き
り
と
し
た
定
義
が
存
在

し
な
い
が
、
そ
れ
は
、
常
設
住
宅
の
中
で
最
も
簡
素
な
住
宅
、
と
い
う
意
味
合
い
で
、

住
宅
に
関
わ
る
連
邦
議
会
の
議
事
録
に
も
登
場
す
る
。
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
は
、

浴
槽
付
浴
室
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
簡
易
住
宅
を
そ
れ
以
外
の
一
般
的
な

住
宅（N

orm
alw

ohnung:

以
下
、一
般
住
宅
）と
区
別
す
る
重
要
な
点
で
あ
っ
た
。「
シ

ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
住
宅
団
地
会
社
（Stuttgarter Siedlungsgesellschaft:

一
九
六
九

年
以
降
、Stuttgarter W

ohnungs- und Siedlungsgesellschaft

と
改
名
、
以
下
、
Ｓ

Ｓ
Ｇ
と
表
記
）」
の
当
時
の
文
書
に
よ
る
と
、
簡
易
住
宅
に
は
各
戸
に
シ
ャ
ワ
ー
室

が
無
い
タ
イ
プ
と
、
シ
ャ
ワ
ー
室
が
あ
る
タ
イ
プ
と
が
あ
っ
た
。

シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
の
簡
易
住
宅
の
供
給
主
体
を
み
て
み
よ
う（

（
（

。
一
九
五
二

年
、
五
三
年
に
は
、
同
市
の
簡
易
住
宅
・
一
般
住
宅
を
合
わ
せ
た
新
築
住
宅
数
は
非

営
利
住
宅
組
織
、
民
間
施
主
、「
役
所
・
公
法
団
体
」
の
順
に
多
か
っ
た
が（

（
（

、
簡
易

住
宅
に
限
定
し
た
場
合
、
そ
の
供
給
主
体
は
非
営
利
組
織
で
あ
る
Ｓ
Ｓ
Ｇ
と
、「
役

所
・
公
法
団
体
」
で
あ
る
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
だ
っ
た
。
一
般
住
宅
の
場
合
と
同

様
、
市
が
簡
易
住
宅
を
供
給
す
る
の
は
特
別
な
事
情
が
あ
る
時
で
あ
り
、
東
独
難
民

増
加
は
そ
れ
に
あ
て
は
ま
っ
た
。
一
方
、
Ｓ
Ｓ
Ｇ
は
市
の
資
本
参
加
を
受
け
、
市
に

代
わ
り
住
宅
困
窮
者
や
社
会
的
弱
者
に
住
宅
を
供
給
し
て
お
り
、
一
九
五
〇
年
代
半

ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
一
般
住
宅
を
上
回
る
数
の
簡
易
住
宅
を
供
給
し
た
（
表
３
）。

東
独
難
民
向
け
住
宅
と
し
て
の
簡
易
住
宅
の
建
設
の
是
非
が
最
初
に
議
論
さ

都市名 東独難民 被追放民 市内全世帯

全世帯数 不安定居住
世帯 1）

不安定居住
率（%） 2） 全世帯数 不安定居住

世帯
不安定居住
率（%） 全世帯数 不安定居住

率（%）

ベルリン（西） 14,047 5,446 39 81,846 32,291 39 1,007,619 25

ハンブルク 8,123 2,902 36 78,467 28,544 36 700,331 30

ミュンヘン 2,873 973 34 48,226 18,679 39 390,746 31

ケルン 2,383 718 30 24,441 6,764 28 264,544 25

エッセン 1,447 353 24 24,892 6,526 26 245,819 26

デュッセルドルフ 2,828 720 25 33,871 9,342 28 245,882 26

フランクフルト 4,143 1,256 30 35,353 11,117 31 250,518 28

ドルトムント 1,602 407 25 26,209 5,625 21 208,982 20

シュツットガルト 2,498 955 38 26,860 9,556 36 227,972 28

ハノーファー 4,146 1,275 31 48,758 16,838 35 211,358 30

ブレーメン 1,727 431 25 20,521 6,609 32 186,690 24

西ベルリンを除く
10 都市の合計 31,770 9,990 31 367,598 119,600 33 2,932,842 36

1）間借り人としての居住、緊急用住宅（Notwohnung）、収容施設ほか類似施設に居住している世帯。緊急用住宅の特徴として、
Statistisches Bundesamt (Hrsg.), Die Bewohner in Wohnungen und in Unterkünften ausserhalb von Wohnungen in der Bundesrepublik Deutschland 
nach Zählung vom 13. 9. 1950 (Statistik der Bundesrepubrik Deutschland, Bd. 41, S. 5 には、a）台所不備、b）緊急用家屋内の住居、c）地下
室の住宅、d）通常使用している空間とのアクセスがない屋根裏住宅、e）6 ㎡以下のミニキッチンが挙げられている。

2）不安定居住世帯 ÷ 全世帯数
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れ
た
の
は
、
一
九
五
三

年
三
月
二
五
日
の
市
議

会
技
術
委
員
会
に
お
い

て
で
あ
る
。
こ
の
委
員

会
に
は
、
担
当
の
助
役

（B
eigeordneter

）、
担
当

の
市
議
会
議
員
ら
が
参
加

し
て
お
り
、
議
長
の
助
役

ホ
ス
（H

oss

）
は
、
州
か

ら
の
助
成
金
の
額
を
考
え

る
と「
ソ
連
占
領
地
区〔
東

独:

筆
者
〕
か
ら
の
難
民

の
た
め
の
住
宅
は
特
別
の

タ
イ
プ
、
つ
ま
り
、
一

般
住
宅
（
一
万
六
〇
〇
〇

マ
ル
ク
）
の
コ
ス
ト
を
下

回
る
よ
う
な
住
宅
に
す
る

べ
き
で
あ
る
。
二
四
〇
〇

人
の
東
独
難
民
の
た
め

に
建
て
ら
れ
る
予
定
の

六
〇
〇
戸
の
う
ち
、
三
分

の
一
を
い
わ
ゆ
る
簡
易
住

宅
（
九
〇
〇
〇
～
一
万

マ
ル
ク
）
と
し
て
建
て

る
べ
き
で
あ
る
」
と
述

べ
、
簡
易
住
宅
建
設
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
市
議
会
議
員
シ
ャ
ー

（C
zaja

：
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
））
は
、
他
の
公
的
資
金
も
用
い
れ
ば

一
般
住
宅
の
建
設
は
可
能
で
あ
り
、
や
が
て
浮
浪
者
向
け
と
な
る
よ
う
な
住
宅
を
公

的
資
金
を
使
っ
て
つ
く
る
べ
き
で
な
い
、
と
主
張
し
、
ま
た
、
市
議
会
議
員
グ
シ
ャ

イ
ド
レ
（G

scheidle

：
ド
イ
ツ
共
産
党
（
Ｋ
Ｐ
Ｄ
））
は
こ
れ
ま
で
の
簡
易
住
宅
で

の
「
ひ
ど
い
経
験
」
を
理
由
に
簡
易
住
宅
を
建
設
す
べ
き
で
な
い
と
主
張
し
た
。
こ

の
よ
う
に
政
治
的
に
は
立
場
の
違
う
二
人
の
市
議
会
議
員
が
簡
易
住
宅
建
設
に
反
対

し
た
が
、
助
役
側
は
簡
易
住
宅
建
設
路
線
を
変
え
な
か
っ
た
。
助
役
ク
ラ
ウ
フ
マ
ン

（K
raufm

ann

）
は
「
東
独
難
民
の
中
に
は
一
般
住
宅
の
家
賃
を
支
払
え
な
い
人
も

い
る
の
で
、簡
易
住
宅
は
必
要
で
あ
る
」、副
市
長
（B

ürgerm
eister

）
ヒ
ル
ン
（H

irn

）

も
「
簡
易
住
宅
を
悪
い
も
の
と
決
め
つ
け
る
の
は
良
く
な
い
。
た
だ
設
備
が
簡
素
な

だ
け
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
会
議
で
の
議
論
は
、
住
宅
不
足

に
悩
む
地
元
住
民
が
東
独
難
民
へ
の
優
先
的
住
宅
供
給
に
対
し
て
好
ま
し
く
思
っ
て

い
な
い
、
と
い
う
点
に
も
及
ん
だ
。
副
市
長
ヒ
ル
ン
は
「
西
側
は
パ
ラ
ダ
イ
ス
だ
、

と
い
う
よ
う
な
誘
惑
的
な
印
象
を
〔
東
独
の:

筆
者
〕
難
民
に
与
え
る
べ
き
で
は
な

い
。
西
で
は
一
般
の
人
で
さ
え
も
住
宅
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
に
」
と

述
べ
、
東
独
難
民
に
質
の
悪
い
簡
易
住
宅
を
提
供
し
、
そ
れ
に
よ
り
地
元
住
民
の
不

満
の
増
幅
を
防
ぐ
こ
と
を
示
唆
し
た
が
、
こ
れ
は
会
議
参
加
者
の
間
で
も
否
定
さ
れ

な
か
っ
た
。

東
独
難
民
向
け
の
簡
易
住
宅
建
設
が
一
九
五
三
年
三
月
三
一
日
の
市
議
会
で
承

認
さ
れ
る
と
、
四
月
に
は
簡
易
住
宅
の
形
態
に
つ
い
て
市
議
会
の
経
済
・
技
術
両
委

員
会
で
話
し
合
わ
れ
た（

（
（

。
そ
こ
で
は
、
直
線
の
廊
下
を
各
戸
が
共
用
す
る
三
階
建
て

の
建
物
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
簡
易
住
宅
そ
の
も
の
を
批
判
す
る

声
は
市
議
会
議
員
の
間
で
も
小
さ
く
な
り
、
東
独
難
民
の
絶
え
間
な
い
流
入
へ
の
対

処
の
必
要
性
、
設
備
が
簡
素
な
こ
と
に
よ
る
工
期
の
短
さ
と
家
賃
の
安
さ
、
バ
ラ
ッ

年 一般
住宅

簡易住宅

合計
SSG 住宅対象者（SSG 新規住宅全体に占める割合）

上位 3 位（単位％）

参考：市内の住宅建設数

各戸に
シャワー室

なし

各戸に
シャワー室

あり
全体 うち、公的助成金

を受けた住宅

1953 年 586 0 586 － 5,443 1,993

1954 年 290 447 737 － 4,763 2,355

1955 年 496 406 902 トーチカ居住者 26.8、東独難民 25.9、住宅困窮者 21.5 5,069 2,875

1956 年 370 292 72 734 住宅困窮者 30.5、立ち退き対象者 19.3、東独難民 17.8 4,961 2,080

1957 年 0 256 256 東独難民 62.9、市従業員・教員 21.1、立ち退き対象者 15.6 4,760 1,789

1958 年 65 186 251 住宅困窮者 51.4、立ち退き対象者 19.9、市従業員・教員 17.1 3,261 2,106

1959/60 年 176 500 676 住宅困窮者 42、東独難民 27.7、若者 10.5 7,910 3,306

1961 年
（部分計画） 37 85 122 － 4,767 1,482

1962 年 110 315 425 住宅困窮者 24.9、高齢者 19.5、バラック居住者 19.7 4,775 572
1963 年 57 0 57 － 3,366 321

表 3　シュツットガルト住宅団地会社（SSG）とその対象者の住宅建設

出典：StA Stuttgart 8012-62 Band 1 u. 2; Amtblatt der Stadt Stuttgart vom 15. Oktober 1964 により作成。
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ク
の
建
設
を
避
け
る
た
め
の
、
代
替
と
な
る
住
宅
の
提
供
の
必
要
性
、
と
い
う
点
か

ら
簡
易
住
宅
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
月
の
上
述
の
技
術
委
員
会
で
は
簡

易
住
宅
に
否
定
的
な
立
場
を
と
っ
た
シ
ャ
ー
も
、「
簡
易
住
宅
は
東
独
難
民
向
け
住

宅
と
し
て
の
み
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
長
年
の
住
宅
困
窮
者
に
提
供
す
べ
き
住

宅
で
は
な
い
」
と
発
言
し
、
東
独
難
民
へ
の
簡
易
住
宅
建
設
を
肯
定
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

簡
易
住
宅
の
建
設
形
態
は
各
種
委
員
会
を
経
て
、
一
九
五
三
年
四
月
一
六
日
の

市
議
会
に
お
い
て
も
承
認
さ
れ
、
二
一
五
戸
が
市
営
住
宅
と
し
て
デ
ッ
サ
ウ
ア
ー

（D
essauer

）
通
り
に
建
設
さ
れ
た）

（1
（

（
地
図
１
）。
こ
の
簡
易
住
宅
は
各
戸
に
ト
イ
レ

が
つ
い
て
い
た
が
シ
ャ
ワ
ー
室
の
無
い
タ
イ
プ
で
あ
り
、
面
積
も
わ
ず
か
三
五
平
方

メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。一
戸
当
た
り
の
実
際
の
居
住
人
数
に
つ
い
て
の
資
料
は
な
い
が
、

計
画
の
段
階
で
は
四
人
世
帯
の
入
居
を
想
定
し
て
い
た
。

で
は
、
こ
の
住
宅
建
設
は
市
の
住
宅
供
給
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

た
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
東
独
難
民
向
け
簡
易
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
簡
易
住
宅
の
建
設
が
活
発
化
し
た
点
で
あ
る
。
上
述
の
通
り
、
市
議
会
議

員
の
間
で
は
簡
易
住
宅
の
「
ひ
ど
さ
」
を
危
惧
す
る
声
が
で
た
が
、
非
営
利
住
宅
組

織
Ｓ
Ｓ
Ｇ
は
簡
易
住
宅
を
、
シ
ャ
ワ
ー
室
の
設
置
と
い
う
改
善
を
し
な
が
ら
、
常
設

住
宅
の
最
低
限
の
形
態
と
し
て
供
給
し
続
け
た
（
表
３
）。
こ
の
場
合
、
東
独
難
民

だ
け
で
な
く
他
の
社
会
的
弱
者
も
入
居
対
象
者
と
な
っ
た
（
表
３
）。
た
と
え
ば
、

一
九
五
七
年
の
Ｓ
Ｓ
Ｇ
新
規
住
宅
は
す
べ
て
簡
易
住
宅
で
あ
っ
た
が
、
東
独
難
民
向

け
は
そ
の
六
割
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｓ
Ｇ
は
一
九
五
九
年
に
は
メ
ン
ヒ
フ
ェ

ル
ト
（M

önchfeld

）
団
地
の
敷
地
内
に
九
六
戸
の
簡
易
住
宅
を
建
設
し
た
が
、
東

独
難
民
向
け
は
二
五
％
で
あ
り
、
残
り
は
低
所
得
者
向
け
で
あ
っ
た）

（（
（

。

注
目
す
べ
き
は
、
簡
易
住
宅
建
設
が
一
九
五
〇
年
代
半
ば
の
連
邦
政
府
の
住
宅

政
策
の
潮
流
に
、一
方
で
逆
行
し
、他
方
で
沿
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。西
ド
イ
ツ
で
は
、

公
的
助
成
住
宅
に
関
す
る
初
の
連
邦
法
で
あ
る
第
一
次
住
宅
建
設
法
が
一
九
五
〇
年

に
施
行
さ
れ
た
が
、
面
積
以
外
、
助
成
さ
れ
る
住
宅
の
最
低
居
住
水
準
に
つ
い
て
の

規
定
は
な
か
っ
た）

（1
（

。
一
九
五
〇
年
代
半
ば
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
社
会
的
住
宅
建
設
に
お

け
る
質
の
向
上
が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
助
成
対
象
と
な
る
住
宅
の
最
低
居

住
水
準
に
つ
い
て
二
年
間
議
論
が
な
さ
れ
、
一
九
五
六
年
に
第
二
次
住
宅
建
設
法
が

施
行
さ
れ
た
。
施
行
の
一
年
前
の
一
九
五
五
年
四
月
、
連
邦
住
宅
建
設
大
臣
は
各
地

方
自
治
体
に
文
書
を
出
し
、
簡
易
住
宅
を
社
会
的
住
宅
建
設
の
枠
組
み
で
建
て
て
い

地図 1　1950 ～ 1970 年にシュツットガルトで建設された簡易住宅と団地
（東独難民が入居した主要団地）

出典：Stadt Stuttgart u. Stadtplanungsamt (Hrsg.), Stuttgarter Neubaugebiete der Jahre 
1950 bis 1970, Stuttgart 2000 掲載の地図に基づき筆者作成。

　　囲ってある箇所は 1950 年代 ~70 年代に建設された団地を示している。
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る
か
ど
う
か
の
調
査
を
依
頼
し
て
い
る（

（1
（

。
文
面
で
は
、
簡
易
住
宅
が
大
都
市
の
住
宅

全
般
の
質
を
下
げ
て
い
る
た
め
、
策
定
中
の
第
二
次
住
宅
建
設
法
で
は
簡
易
住
宅
を

社
会
的
住
宅
建
設
の
枠
組
み
で
助
成
し
な
い
方
針
で
あ
る
点
、
ト
ー
チ
カ
な
ど
に
住

ん
で
い
る
秩
序
あ
る
家
族
を
、
や
が
て
ス
ラ
ム
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
簡
易
住
宅

に
入
居
さ
せ
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
点
が
調
査
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
文
書
に
対
し
、
同
年
六
月
、
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
当
局
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｇ
の
簡
易

住
宅
の
質
の
高
さ
を
挙
げ
、
同
市
内
で
は
簡
易
住
宅
が
市
の
住
宅
水
準
を
下
げ
て
い

な
い
、
と
返
答
し
た
。
こ
の
や
り
取
り
で
は
、
東
独
難
民
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
が
、
連
邦
議
会
で
の
東
独
難
民
関
連
の
議
論
で
は
東
独
難
民
向
け
住
宅
と
し
て

簡
易
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
を
否
定
的
に
と
ら
え
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。
一
九
五
六

年
二
月
九
日
の
連
邦
議
会
で
は
国
会
議
員
ク
ン
チ
ャ
ー
（K

untscher

）
が
Ｃ
Ｄ
Ｕ

／
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
（
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
を
代
表
し
て
「
東
独
難
民
向
け
資
金
を
大
量

生
産
方
式
の
簡
易
住
宅
建
設
に
投
じ
る
こ
と
は
、間
違
っ
た
投
資
で
あ
る
」
と
述
べ
、

連
邦
住
宅
建
設
大
臣
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
が
提
出
し
た
質
問
状
の
「
東
独
難
民
向

け
に
大
量
に
簡
易
住
宅
を
建
設
し
て
い
る
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、「
建
設
し

て
い
な
い
と
各
州
は
答
え
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る（

（1
（

。「
各
州
」
に
は
シ
ュ
ツ
ッ

ト
ガ
ル
ト
が
属
す
る
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
州
も
含
ま
れ
る
が
、
シ
ュ

ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
デ
ッ
サ
ウ
ア
ー
通
り
の
東
独
難
民
向
け
簡
易
住
宅
は
、
各
戸
に
シ

ャ
ワ
ー
室
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
低
質
の
素
材
で
建
設
さ
れ
た
た
め
、
連
邦
レ
ベ

ル
の
議
論
で
否
定
さ
れ
て
い
る「
や
が
て
ス
ラ
ム
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
住
環
境
」

「
間
違
っ
た
投
資
」
に
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、
デ
ッ
サ
ウ
ア
ー
通
り
の

市
営
の
簡
易
住
宅
と
Ｓ
Ｓ
Ｇ
の
シ
ャ
ワ
ー
無
し
簡
易
住
宅
（
表
３
参
照
）
は
、
住
宅

全
般
の
質
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
連
邦
レ
ベ
ル
の
住
宅
論
議
に
逆
行
し
て
い
た
。

そ
の
一
方
で
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
Ｓ
Ｓ
Ｇ
が
建
設
し
た
簡
易
住
宅
に
は
、

シ
ャ
ワ
ー
室
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
第
二
次
住
宅
建
設
法
で
の
居
住
水
準

を
満
た
し
て
い
た
。
同
法
で
は
、
間
取
り
や
イ
ン
フ
ラ
設
備
な
ど
の
細
か
い
基
準
と

並
ん
で
、「
浴
室
も
し
く
は
シ
ャ
ワ
ー
室
、
及
び
、
洗
面
台
が
住
宅
内
に
あ
る
こ
と
」

と
い
う
規
定
が
設
け
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（1
（

。
た
だ
、
Ｓ
Ｓ
Ｇ
が
一
九
六
二
年
以
降
は
簡

易
住
宅
自
体
を
建
設
し
て
い
な
い
点
に
着
目
す
る
と
（
表
３
）、
簡
易
住
宅
は
あ
く

ま
で
も
過
渡
的
な
住
宅
形
態
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

第
二
に
、
簡
易
住
宅
建
設
が
市
の
住
宅
政
策
に
お
け
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ミ
ッ

ク
ス
」
に
つ
い
て
の
議
論
に
結
び
付
い
た
点
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
、
一
九
六
〇

年
代
に
お
け
る
市
議
会
・
市
当
局
、
Ｓ
Ｓ
Ｇ
で
の
住
宅
論
議
の
文
書
に
目
を
通
す

と
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ミ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
の
言
及
は
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
後
半

に
集
中
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
東
独
難
民
、
肺
病
患
者
、
市
従
業
員
、
バ
ラ
ッ
ク

居
住
者
の
た
め
の
住
宅
や
簡
易
住
宅
を
市
内
に
分
散
さ
せ
る
べ
き
か
否
か
、
と
い
う

文
脈
で
な
さ
れ
た
。
東
独
難
民
、
肺
病
患
者
、
バ
ラ
ッ
ク
居
住
者
の
住
宅
供
給
の
場

合
、
地
元
住
民
に
と
っ
て
「
異
質
」
な
人
々
を
一
般
の
住
民
と
同
じ
住
宅
地
に
ど
う

居
住
さ
せ
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
議
論
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
早
い
段

階
で
こ
の
点
に
言
及
し
た
の
は
、
管
見
の
限
り
、
ハ
ル
マ
イ
ヤ
ー
（H

allm
ayer

：

ド
イ
ツ
民
主
人
民
党
（
Ｄ
Ｖ
Ｐ
））
で
あ
り
、
彼
は
、
一
九
五
三
年
五
月
二
三
日
の

市
議
会
行
政
委
員
会
で
「
東
独
難
民
向
け
住
宅
は
市
域
全
体
に
分
散
さ
せ
る
こ
と

（Streuung

）
が
正
し
い
」
と
指
摘
し
た（

（1
（

。
も
っ
と
も
、
同
日
に
開
催
さ
れ
た
、
東

独
難
民
向
け
簡
易
住
宅
に
つ
い
て
の
上
述
の
市
議
会
技
術
委
員
会
会
議
で
は
こ
の
点

に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
実
際
に
供
給
さ
れ
た
東
独
難
民
向
け
の
簡
易
住
宅

も
、
一
つ
の
通
り
に
集
中
し
て
建
設
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ミ

ッ
ク
ス
の
実
現
か
ら
ほ
ど
遠
か
っ
た
。
し
か
し
、
東
独
難
民
向
け
簡
易
住
宅
を
き
っ

か
け
に
簡
易
住
宅
の
建
設
が
活
発
化
す
る
と
、
簡
易
住
宅
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
一
般

の
人
々
が
敬
遠
す
る
簡
易
住
宅
を
ど
の
よ
う
に
し
て
供
給
す
る
の
か
、
ま
た
、
簡
易

住
宅
の
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
解
消
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
し
て
一
般
の
人
々
を
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簡
易
住
宅
に
住
ま
わ
せ
る
の
か
、
と
い
う
点
に
移
っ
て
い
っ
た（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
点
は
、

一
九
五
四
年
、
バ
ラ
ッ
ク
居
住
者
の
た
め
に
一
八
〇
戸
の
簡
易
住
宅
を
市
内
ビ
ュ
ス

ナ
ウ
（B

üsnau

）
地
区
に
て
建
設
す
る
計
画
が
出
た
際
に
、
市
議
会
各
種
委
員
会
、

Ｓ
Ｓ
Ｇ
監
査
役
会
会
議
に
お
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
ま
ず
、
市
議
会
技
術
委
員
会
に

属
す
る
市
議
会
議
員
が
簡
易
住
宅
入
居
予
定
者
を
「
迷
惑
行
為
を
す
る
人
々
」
と
み

な
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
市
議
会
経
済
委
員
会
で
疑
義
が
出
さ
れ
た
。
同
会
議
議
長

の
助
役
ク
ラ
ウ
フ
マ
ン
は
「
簡
易
住
宅
の
住
民
を
、
迷
惑
行
為
を
す
る
人
と
同
一
視

し
て
は
い
け
な
い
。
後
者
は
一
般
住
宅
に
も
居
住
し
て
い
る
」、「
迷
惑
行
為
を
行
う

人
々
と
社
会
的
弱
者
（sozialschw

ach
）、
つ
ま
り
、
高
い
家
賃
を
支
払
え
な
い
住

宅
困
窮
者
を
一
緒
に
し
て
は
い
け
な
い
。
ビ
ュ
ス
ナ
ウ
の
簡
易
住
宅
は
後
者
を
対
象

と
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
同
席
の
市
議
会
議
員
も
党
派
を
問
わ
ず
助
役
の
こ
の
見
解

に
賛
同
し
た
。
さ
ら
に
、同
会
議
で
は
「
迷
惑
行
為
を
す
る
人
々
」
を
「
一
般
の
人
々

と
同
じ
住
環
境
に
住
ま
わ
せ
、彼
ら
だ
け
の
閉
じ
ら
れ
た
団
地
の
形
成
を
防
ぐ
こ
と
」

が
重
視
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
、「
迷
惑
行
為
を
す
る
人
々
」
の
住
居
の
分
散
へ
と
論

点
が
移
っ
て
い
る
が
、「
分
散
」
は
簡
易
住
宅
供
給
の
文
脈
で
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、

助
役
ホ
ス
は
、
簡
易
住
宅
を
一
般
の
住
宅
地
の
中
に
分
散
さ
せ
て
建
設
す
る
こ
と
を

推
奨
し
た
。
簡
易
住
宅
を
一
般
住
宅
と
同
じ
住
宅
地
に
建
設
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、

簡
易
住
宅
居
住
者
と
一
般
住
宅
居
住
者
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ミ
ッ
ク
ス
の
必
要
性
が
主

張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

簡
易
住
宅
を
一
般
の
住
宅
地
の
中
に
分
散
さ
せ
る
、
と
い
う
意
味
で
の
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
ミ
ッ
ク
ス
の
理
想
は
、
一
九
五
六
年
の
メ
ン
ヒ
フ
ェ
ル
ト
団
地
計
画
と

一
九
五
九
年
の
フ
ァ
ザ
ー
ネ
ン
ホ
ー
フ
（Fasanenhof

）
団
地
計
画
に
つ
い
て
の
Ｓ

Ｓ
Ｇ
の
監
査
役
会
で
も
、「
健
全
で
社
会
的
な
構
成
（gesundes soziales G

efüge

）」

「
人
々
の
良
い
混
合
（gute M

ischung der B
evölkerung

）」
と
い
う
表
現
と
と
も
に

言
及
さ
れ
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
実
現
し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｇ
は
メ
ン
ヒ
フ
ェ
ル
ト
団

地
で
一
九
五
六
年
に
一
般
住
宅
八
四
戸
、
簡
易
住
宅
一
一
九
戸
（
う
ち
、
シ
ャ
ワ
ー

室
無
し
四
八
戸
、
シ
ャ
ワ
ー
室
付
七
二
戸
）、
一
九
五
八
年
に
は
シ
ャ
ワ
ー
室
付
簡

易
住
宅
を
九
六
戸
を
建
設
し
た
。
ま
た
、
デ
ュ
ル
レ
ヴ
ァ
ン
ク
（D

ürrlew
ang

）
団

地
で
は
、
一
九
五
六
年
計
画
の
枠
組
み
で
一
般
住
宅
七
二
戸
、
シ
ャ
ワ
ー
室
無
し

簡
易
住
宅
一
六
二
戸
、
一
九
五
七
年
計
画
の
枠
組
み
で
シ
ャ
ワ
ー
室
付
簡
易
住
宅

一
二
〇
戸
を
、
フ
ァ
ザ
ー
ネ
ン
ホ
ー
フ
団
地
で
は
、
一
九
五
九
～
六
〇
年
に
一
般
住

宅
一
四
〇
戸
、
シ
ャ
ワ
ー
室
付
簡
易
住
宅
三
八
〇
戸
を
建
設
し
た（

（1
（

。

　
　
　
　

３　

非
営
利
住
宅
組
織
に
よ
る
東
独
難
民
向
け
住
宅
供
給
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ｏ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

第
二
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
東
独
難
民
へ
の
優
先
的
住
宅
供
給
に
対
し
て
地
元
住

民
の
反
発
は
強
か
っ
た
が
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
東
独
難
民

向
け
住
宅
と
し
て
簡
易
住
宅
だ
け
で
な
く
一
般
住
宅
も
建
設
さ
れ
た
。
シ
ュ
ツ
ッ
ト

ガ
ル
ト
市
に
は
Ｓ
Ｓ
Ｇ
を
含
む
複
数
の
非
営
利
住
宅
組
織
が
一
般
住
民
向
け
の
社
会

住
宅

―
社
会
的
住
宅
建
設
の
枠
組
み
で
建
設
さ
れ
た
住
宅

―
を
建
設
し
て
い
た

が
、こ
れ
ら
の
組
織
が
東
独
難
民
向
け
住
宅
を
一
般
住
民
向
け
住
宅
団
地
の
敷
地
内
、

も
し
く
は
、
市
内
の
ベ
ル
ク
ハ
イ
ム
（B

ergheim

）・
ギ
ー
ベ
ル
（G

iebel

）
地
区

に
建
設
し
た
（
地
図
１
）。

簡
易
住
宅
と
一
般
住
宅
を
合
わ
せ
る
と
、
一
九
五
三
年
か
ら
一
九
五
八
年
に
お

い
て
市
住
宅
計
画
の
枠
組
み
で
建
設
さ
れ
た
東
独
難
民
向
け
住
宅
は
二
六
九
二

戸
だ
っ
た（

（1
（

。
こ
の
建
設
実
績
は
、
同
時
期
に
公
的
助
成
金
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た

住
宅
一
万
三
一
九
八
戸
（
表
３
参
照
）
の
二
〇
％
を
占
め
、
こ
れ
は
大
都
市
人
口

に
占
め
る
東
独
難
民
の
割
合
（
第
２
節
参
照
）
を
上
回
っ
て
い
た
。
市
の
集
計
に

よ
る
と
、
一
九
五
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
同
市
に
割
り
当
て
ら
れ
た
東
独
難
民
は



71　特集　冷戦期の住宅建設・都市開発：西ドイツとチェコスロヴァキア  

一
万
五
三
九
六
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
万
九
三
二
人
に
対
し
て
、
同
年
三
月
三
一

日
ま
で
に
常
設
住
宅
が
提
供
さ
れ
た
。
な
お
、
東
独
難
民
向
け
に
建
て
ら
れ
た
新
築

住
宅
は
、
彼
ら
へ
の
代
替
の
旧
築
住
宅
の
提
供
が
可
能
な
場
合
に
は
、
東
独
難
民
以

外
に
提
供
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
市
当
局
は
非
営
利
住
宅
組
織
が
建
設

し
た
東
独
難
民
向
け
住
宅
の
居
住
者
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
る
。
先
述
の
通
り
、

一
九
五
三
〜
五
八
年
ま
で
の
東
独
難
民
向
け
住
宅
は
二
六
九
二
戸
建
設
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
る
の
は
八
七
七
戸
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
東
独
難

民
向
け
住
宅
の
デ
ー
タ
と
し
て
は
ま
と
ま
り
が
あ
る
た
め
、こ
の
市
作
成
リ
ス
ト（
以

下
、「
リ
ス
ト
」）
を
用
い
て
、
非
営
利
住
宅
組
織
に
よ
る
東
独
難
民
向
け
住
宅
供
給

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

「
リ
ス
ト
」
に
お
い
て
着
目
す
べ
き
は
、
住
宅
が
「
東
独
難
民
住
宅
」「
Ｆ
Ｏ
Ａ

プ
ロ
グ
ラ
ム
住
宅
」
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
両
者
と
も
、
一
般
住

民
を
対
象
と
し
て
い
な
い
特
別
な
公
的
助
成
金
を
用
い
て
供
給
さ
れ
て
い
る
点
は
共

通
し
て
い
る
が
、
後
者
は
ア
メ
リ
カ
の
資
金
援
助
に
よ
る
東
独
難
民
向
け
特
別
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
る
住
宅
、
と
い
う
点
で
さ
ら
に
特
殊
だ
っ
た
。

一
九
五
四
年
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
西
ド
イ
ツ
政
府
に
東
独
難
民
向
け
住
宅
建
設

の
た
め
に
資
金
を
提
供
し
た
。
こ
れ
が
Ｆ
Ｏ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る（

（2
（

。
ア
メ
リ
カ
か

ら
の
資
金
は
寄
付
だ
っ
た
が
、
住
宅
建
設
の
際
に
は
貸
付
金
と
し
て
施
主
に
提
供
さ

れ
た
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
建
設
さ
れ
る
住
宅
の
少
な
く
と
も
七
五
％
は
東
独
難
民
向

け
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
欧
州
復
興
計
画
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
た（

（2
（

。
ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
の
機
関
と
し
て
は
欧
州
復
興
計

画
で
の
経
済
援
助
の
窓
口
と
な
っ
た
経
済
協
力
局
（
Ｅ
Ｃ
Ａ
、
一
九
四
八
年
設
置
）

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
機
関
の
業
務
は
一
九
五
一
年
設
置
の
相
互
安
全
保
障

庁
（
Ｍ
Ｓ
Ａ
）、
さ
ら
に
は
一
九
五
三
年
設
置
の
Ｆ
Ｏ
Ａ
（
対
外
活
動
局
（Foreign 

O
peration A

gency

）
：
一
九
五
五
年
ま
で
）
に
継
承
さ
れ
た
。
一
九
五
〇
年
の
朝

鮮
戦
争
を
き
っ
か
け
に
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
援
助
は
政
治
的
・
軍
事
的
な
意
味
合
い
を
持

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
Ｆ
Ｏ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

Ｆ
Ｏ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
助
成
金
の
総
額
は
西
ド
イ
ツ
全
体
で
六
三
〇
〇
万
マ
ル

ク
（
一
五
〇
〇
万
米
ド
ル
）
だ
っ
た
。
こ
の
額
は
、
一
九
五
三
〜
五
四
年
に
欧
州

復
興
計
画
の
経
済
援
助

の
枠
組
み
で
ア
メ
リ
カ

に
よ
っ
て
西
ド
イ
ツ
に

提
供
さ
れ
た
額
と
同
じ

で
あ
る
（
表
４
）。
表

の
一
九
五
三
〜
五
四
年

の
援
助
額
が
そ
の
ま

ま
、
こ
こ
で
話
題
に
し

て
い
る
住
宅
建
設
援
助

に
向
け
ら
れ
て
い
た
か

ど
う
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
こ
の
住
宅
建
設

援
助
が
、
当
時
の
ア
メ

リ
カ
の
対
西
ド
イ
ツ
援

助
の
か
な
り
の
額
を
占

め
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
一
方
、
一
九
五
五

年
に
西
ド
イ
ツ
政
府
が

東
独
難
民
向
け
住
宅
供

援助の段階
ECA/MSA/FOA

（ドル）
〔参考〕ガリオア資金

（ドル）

1. マーシャルプラン 1948/49（48. 4. 3 ～ 49. 6. 30） 613,500,000 －

2. マーシャルプラン 1949/50（49. 7. 1 ～ 49. 6. 30） 284,726,000 172,407,000

3. マーシャルプラン 1950/51（50. 7. 1 ～ 51. 6. 30） 384,758,000 －

4. マーシャルプラン 1951/52（51. 7. 1 ～ 52. 6. 30） 106,000,000 －

MSA 経済援助 1952/53（52. 7. 1 ～ 53. 6. 30） 83,643,000 144,000

MSA/FOA 経済援助 1953/54（53. 7. 1 ～ 54. 6. 30） 15,000,000 －

MSA/FOA 経済援助 1954/55（54. 7. 1 ～ 55. 6. 30） 23,500,000 －

技術援助 485,112 －

合計 1,511,612,112 172,551,000

表 4　欧州復興計画（ERP）の枠組みでアメリカから西ドイツに提供された
　　　経済援助額

出典： Deutscher Bundestag, Drucksache 2513, 8. März 1957, S. 5, https://dserver.bund-
estag.de/btd/02/027/0202779.pdf（Deutscher Bundestag、2021 年 1 月 30 日閲覧）
により作成。
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給
の
た
め
に
用
意
し
た
一
億
五
〇
〇
〇
万
マ
ル
ク
と
比
べ
る
と（

（2
（

、
Ｆ
Ｏ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
援
助
額
は
そ
の
半
分
弱
だ
っ
た
。
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
に
お
い
て
Ｆ
Ｏ
Ａ
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
助
成
さ
れ
た
住
宅
（
以
下
、
Ｆ
Ｏ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
住
宅
）
の
戸
数

に
目
を
向
け
る
と
、「
リ
ス
ト
」
で
は
一
六
六
戸
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
リ
ス
ト
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
東
独
難
民
向
け
住
宅
全
体
に
占
め
る
Ｆ
Ｏ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
住
宅

の
割
合
は
約
二
割
で
あ
り
、
数
値
と
し
て
は
高
く
な
い
。
し
か
し
、
Ｆ
Ｏ
Ａ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
資
金
は
東
独
難
民
向
け
一
般
住
宅
の
供
給
数
が
増
え
る
前
の
、
比
較
的
早
い

段
階
で
提
供
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
非
営
利
住
宅
組
織
に
よ
る
東
独
難
民
向
け

住
宅
の
供
給
の
起
爆
剤
と
し
て
の
意
味
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
、
住
宅
一
戸
に

お
け
る
助
成
金
額
は
六
〇
〇
〇
マ
ル
ク
で
あ
り
、
こ
れ
は
当
時
の
一
般
住
宅
の
建
設

費
一
万
六
〇
〇
〇
マ
ル
ク
（
第
２
節
参
照
）
の
三
七
％
に
あ
た
っ
た
。

で
は
、
資
金
援
助
以
外
に
、
ア
メ
リ
カ
の
影
響
は
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
一
九
五
四
年
四
月
末
に
西
ド
イ
ツ
の
連
邦
住
宅
建
設
省
が
出
し
た
Ｆ
Ｏ
Ａ
の

資
金
に
つ
い
て
の
規
定
を
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
影
響
が
必
ず
し
も
大
き
く
な
い
こ

と
が
分
か
る
。
ま
ず
、
Ｆ
Ｏ
Ａ
資
金
投
入
の
際
に
は
社
会
的
住
宅
建
設
の
方
針
が
適

用
さ
れ
た
。
ま
た
、
住
宅
計
画
の
認
可
は
連
邦
住
宅
建
設
大
臣
を
委
員
長
と
し
て
Ｆ

Ｏ
Ａ
派
遣
団
の
代
表
者
、
連
邦
経
済
協
働
省
の
大
臣
代
理
、
連
邦
被
追
放
民
・
難

民
・
戦
災
者
担
当
省
の
大
臣
代
理
、
連
邦
財
務
省
の
大
臣
代
理
、
復
興
の
た
め
の
信

用
機
関
の
代
理
か
ら
な
る
委
員
会
を
通
し
て
な
さ
れ
る
と
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
側
か

ら
も
代
表
が
参
加
し
て
い
る
も
の
の
、
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
の
Ｆ
Ｏ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ

ム
実
施
の
経
緯
を
み
る
と
、
各
々
の
住
宅
建
設
に
委
員
会
参
加
者
が
関
わ
っ
た
ケ
ー

ス
は
な
か
っ
た
。
同
市
で
は
一
九
五
四
年
七
月
に
、
Ｆ
Ｏ
Ａ
資
金
に
よ
る
東
独
難
民

向
け
住
宅
二
八
戸
の
建
設
計
画
が
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
は
こ
の

二
八
戸
を
含
む
合
計
一
〇
〇
戸
規
模
の
高
層
住
宅
棟
建
設
に
対
し
て
資
金
調
達
先
の

州
貸
付
機
関
（Landeskreditanstalt

）
が
貸
付
を
拒
ん
だ
た
め
で
あ
り
、
Ｆ
Ｏ
Ａ
特

有
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
Ｆ
Ｏ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
規
定
で
は
、
さ
ら

に
、
質
の
維
持
と
建
設
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
と
い
う
観
点
か
ら
大
量
生
産
方
式
の
採
用
と

規
格
化
が
推
奨
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
冷
戦
期
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
色
濃
く
反
映
し
て

い
る
も
の
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
同
規
定
で
は
、
四
人
家
族
向
け
住
宅
の

建
設
、
な
ら
び
に
入
居
者
が
継
続
的
に
就
業
で
き
る
場
所
で
の
建
設
が
好
ま
し
い
と

さ
れ
、
ま
た
、
持
家
建
設
も
助
成
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
受
け
入
れ
地
で

東
独
難
民
世
帯
が
定
住
す
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
西
側
体
制
の
安
定
化
と
い
う
目
的
と
親
和
的
な
側
面
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

一
九
五
五
年
の
連
邦
住
宅
建
設
省
の
助
成
金
規
定
に
も
、
四
人
家
族
向
け
住
宅
の
建

設
、
な
ら
び
に
入
居
者
が
十
分
な
就
労
可
能
性
の
あ
る
場
所
で
の
建
設
、
と
い
う
内

容
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り（

（2
（

、
ま
た
、
第
二
次
住
宅
建
設
法
に
お
い
て
も
持
家
建
設
へ

の
助
成
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｆ
Ｏ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
推
奨
さ
れ
て
い
る

内
容
は
、
冷
戦
期
ア
メ
リ
カ
特
有
の
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

　

次
に
、
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
の
住
宅
政
策
に
お
け
る
Ｆ
Ｏ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意

義
を
考
え
て
み
た
い
。
Ｆ
Ｏ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
、
市
内
で
Ｆ
Ｏ
Ａ
資
金
の

提
供
先
が
決
定
し
た
の
は
、
一
九
五
四
〜
五
五
年
に
か
け
て
で
あ
り
、
住
宅
の
約

四
分
の
三
が
ベ
ル
ク
ハ
イ
ム
・
ギ
ー
ベ
ル
地
区
に
建
設
さ
れ
た
。
市
は
ベ
ル
ク
ハ
イ

ム
の
土
地
を
一
九
五
〇
年
代
前
半
に
、
東
独
難
民
向
け
住
宅
用
地
と
し
て
収
用
し

て
お
り
、
こ
の
地
区
で
東
独
難
民
向
け
の
一
般
住
宅
を
五
〇
〇
戸
規
模
で
建
設
す
る

こ
と
は
一
九
五
三
年
か
ら
市
議
会
で
話
し
合
わ
れ
て
い
た（

（2
（

。
そ
の
議
論
の
最
中
に
Ｆ

Ｏ
Ａ
資
金
の
話
が
舞
い
込
み
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
Ｆ
Ｏ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

一
〇
六
戸
が
ベ
ル
ク
ハ
イ
ム
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
ギ
ー
ベ
ル
に
建
設
さ
れ
た
。
第
二

節
で
述
べ
た
よ
う
に
地
元
住
民
は
東
独
難
民
へ
の
優
先
的
な
住
宅
供
給
に
反
対
し
て

い
た
が
、
Ｆ
Ｏ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
市
当
局
は
、
地
元
住
民
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
東
独
難
民
向
け
一
般
住
宅
の
建
設
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
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Ｆ
Ｏ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
も
こ
の
地
区
に
東
独
難
民
向
け
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
Ｆ
Ｏ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
住
宅
建
設
を
き
っ
か
け
に
、
東
独
難
民
向
け
の

大
規
模
団
地
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

で
は
、
Ｆ
Ｏ
Ａ
住
宅
が
集
中
的
に
建
て
ら
れ
た
ベ
ル
ク
ハ
イ
ム
・
ギ
ー
ベ
ル
地
区

で
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ミ
ッ
ク
ス
」
は
達
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
上
述
の
「
リ
ス

ト
」
に
て
東
独
難
民
が
多
く
入
居
し
た
こ
と
が
分
か
る
、
同
地
区
ミ
ッ
テ
ン
フ
ェ
ル

ト
（M

ittenfeld

）
通
り
に
は
、「
リ
ス
ト
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
住
民
も
多
く
住

ん
で
い
た（

（2
（

。
彼
ら
が
東
独
難
民
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
被
追

放
民
な
ど
の
移
住
者
の
た
め
の
団
地
に
関
す
る
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
・
ウ
ー
ラ
ン
ト
経
験
文
化
学
研
究
所
の
調
査
を
参
考
に
し
た
い（

（2
（

。
一
九
五
九
年
に

出
さ
れ
た
調
査
結
果
を
読
む
と
、
転
入
か
ら
比
較
的
短
期
間
し
か
た
っ
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
ベ
ル
ク
ハ
イ
ム
に
お
い
て
も
ギ
ー
ベ
ル
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
地

全
体
に
わ
た
る
交
流
圏
が
認
め
ら
れ
な
い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
内
容

に
即
し
て
考
え
る
と
、
Ｆ
Ｏ
Ａ
資
金
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ベ
ル
ク
ハ
イ
ム
・
ギ
ー

ベ
ル
地
区
に
お
い
て
東
独
難
民
に
限
定
さ
れ
、
か
つ
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ミ
ッ
ク
ス
」

か
ら
か
け
離
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
た
、
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

東
独
難
民
に
限
定
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
彼
ら
が
そ
の
住
宅
に
長
期
間
住
み

続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
強
固
な
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
五
七
年
の

市
住
所
録
の
ミ
ッ
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
通
り
四
〜
一
一
八
番
地
の
欄
を
み
る
と
、
上
述
の

「
リ
ス
ト
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
八
〇
人
の
名
前
を
確
認
で
き
る
が
（
た
だ
し
後
述

す
る
「
住
民
交
代
」
措
置
住
宅
を
除
く
）、
彼
ら
の
う
ち
七
五
％
が
一
九
六
六
年
も

同
じ
住
宅
も
し
く
は
同
じ
通
り
に
居
住
し
て
お
り
、
一
九
六
九
年
の
場
合
、
そ
の
値

は
六
七
％
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
点
は
、
デ
ッ
サ
ウ
ア
ー
通
り
の
東
独
難
民
向
け
簡
易
住
宅

の
住
民
と
対
照
的
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
に
同
通
り
の
東
独
難
民
向
け
住
宅
に
居
住

し
て
い
た
世
帯
主
一
六
九
人
の
う
ち
、
一
九
六
〇
年
も
住
み
続
け
て
い
る
世
帯
主
の

割
合
は
五
九
％
で
あ
り
、
一
九
六
六
年
の
場
合
、
そ
の
値
は
二
八
％
に
ま
で
下
が
っ

て
い
る（

（2
（

。
デ
ッ
サ
ウ
ア
ー
通
り
の
場
合
は
、
家
賃
は
低
か
っ
た
が
シ
ャ
ワ
ー
室
が
各

戸
に
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ミ
ッ
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
通
り
の
場
合
は
、
家
賃
が
高
か
っ

た
が
設
備
の
良
い
住
宅
だ
っ
た
。
家
賃
を
支
払
う
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
こ
の
質
の

良
い
一
般
住
宅
か
ら
転
居
す
る
理
由
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
質
の
良
い
東
独
難
民

向
け
一
般
住
宅
の
建
設
は
、
東
独
難
民
に
限
定
さ
れ
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

を
促
し
、
住
宅
地
全
体
の
交
流
圏
の
形
成
を
妨
げ
る
方
向
に
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
市
当
局
は
、
東
独
難
民
に
他
の
住
宅
を
提
供
で
き
る
場
合
は
、
新
築
の

東
独
難
民
向
け
住
宅
を
他
の
住
宅
困
窮
者
に
提
供
す
る
こ
と
（
以
下
、「
住
民
交
代
」

措
置
）
が
で
き
た
が
、
ベ
ル
ク
ハ
イ
ム
・
ギ
ー
ベ
ル
地
区
の
Ｆ
Ｏ
Ａ
住
宅
の
う
ち
、

そ
の
よ
う
な
「
住
民
交
代
」
措
置
が
な
さ
れ
た
割
合
は
一
四
％
で
あ
り
、
以
下
で

分
析
す
る
市
内
他
地
区
の
「
東
独
難
民
住
宅
」
に
比
べ
て
低
か
っ
た
。「
住
民
交
代
」

措
置
が
頻
繁
に
は
と
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
住
宅
地
全
体
の
交
流
圏
が
認
め
ら
れ
な

い
要
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

市
当
局
作
成
の
「
リ
ス
ト
」
で
「
東
独
難
民
住
宅
」
と
書
か
れ
て
い
る
住
宅

七
一
一
戸
の
立
地
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
住
宅
の
う
ち
七
五
戸
は
ベ
ル
ク
ハ

イ
ム
・
ギ
ー
ベ
ル
地
区
に
建
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
他
の
住
宅
の
多
く
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｇ
や

他
の
非
営
利
組
織
に
よ
っ
て
一
般
住
宅
向
け
団
地
で
供
給
さ
れ
た
。
東
独
難
民
住
宅

が
最
も
多
く
供
給
さ
れ
た
団
地
は
メ
ン
ヒ
フ
ェ
ル
ト
団
地
（
一
二
〇
戸
）
で
あ
り
、

こ
れ
に
、
フ
ァ
ザ
ー
ネ
ン
ホ
ー
フ
団
地
の
八
一
戸
、
デ
ッ
サ
ウ
ア
ー
通
り
の
南
西
の

地
区
で
の
七
八
戸
、
デ
ュ
ル
レ
ヴ
ァ
ン
ク
団
地
の
七
一
戸
、
そ
し
て
シ
ュ
タ
イ
ン
ハ

ル
デ
ン
フ
ェ
ル
ト
（Steinhaldenfeld

）
団
地
の
七
〇
戸
が
続
く
。
た
し
か
に
、
団

地
内
で
も
東
独
難
民
向
け
住
宅
は
一
か
所
に
固
ま
っ
て
供
給
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点

で
は
、
ベ
ル
ク
ハ
イ
ム
・
ギ
ー
ベ
ル
地
区
と
同
様
に
住
宅
地
全
体
の
交
流
圏
が
そ
れ

ほ
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
「
東
独
難
民
住
宅
」
で
は
Ｆ
Ｏ
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Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
住
宅
以
上
に
頻
繁
に
「
住
民
交
代
」
措
置
が
と
ら
れ
、
東
独
難
民
以

外
の
住
民
も
「
東
独
難
民
住
宅
」
に
住
ん
で
い
た
。「
東
独
難
民
住
宅
」
全
体
に
し

め
る
「
住
民
交
代
」
措
置
が
な
さ
れ
た
住
宅
の
割
合
は
、
ベ
ル
ク
ハ
イ
ム
・
ギ
ー
ベ

ル
地
区
で
は
七
％
だ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
地
区
で
は
三
三
％
に
も
上
っ
た
。
以
上

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
地
で
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ミ
ッ
ク
ス
」
が
実
現
す
る
可
能
性
が

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　

４　

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
東
独
難
民
向
け
の
住
宅
供
給
が
冷
戦
と
い
う
政
治
的
事
情
か
ら
受

け
た
影
響
、
市
の
住
宅
地
形
成
や
住
宅
論
議
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

ま
ず
、
東
独
難
民
の
た
め
の
住
宅
供
給
は
、
連
邦
政
府
か
ら
だ
け
で
な
く
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
資
金
援
助
、
と
い
う
点
で
、
冷
戦
と
い
う
政
治
的
事
情
か
ら
強
い
影
響

を
受
け
て
い
た
。
し
か
し
、ア
メ
リ
カ
は
住
宅
建
設
そ
の
も
の
に
は
口
出
し
を
せ
ず
、

そ
の
点
で
、
市
内
の
住
宅
建
設
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
は
小
さ
か
っ
た
。

東
独
難
民
向
け
住
宅
団
地
、
と
く
に
デ
ッ
サ
ウ
ア
ー
通
り
の
簡
易
住
宅
建
設
が

シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
の
住
宅
地
開
発
に
与
え
た
影
響
と
し
て
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
の

住
宅
論
議
の
潮
流
に
反
し
て
、
簡
易
住
宅
建
設
が
一
九
五
〇
年
代
を
通
し
て
市
内
で

進
め
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
常
設
住
宅
の
最
低
水
準
と
し
て
の
簡
易

住
宅
の
建
設
が
活
発
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
簡
易
住
宅
の
あ
り
方
が
市
議
会
で
議
論

さ
れ
、
そ
れ
が
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ミ
ッ
ク
ス
」
を
促
す
議
論
へ
と
発
展
し
た
。

一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
の
資
金
を
用
い
た
Ｆ
Ｏ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
住
宅
は
、
簡
易
住

宅
よ
り
質
の
高
い
一
般
住
宅
と
し
て
建
設
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
東
独
難
民
に
限
定

さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
そ
の
点
で
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ミ
ッ
ク
ス
」
の
実
現
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
に
お
け
る
東
独
難
民
向
け
住
宅
の
二
つ
の

形
態
で
あ
る
簡
易
住
宅
と
一
般
住
宅
そ
れ
ぞ
れ
を
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ミ
ッ
ク
ス
」

と
関
連
づ
け
て
考
察
し
た
。
拙
稿
「
第
二
次
大
戦
後
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
居
住
水
準

の
向
上
と
住
宅
政
策

―
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
に
着
目
し
て（

（2
（

―
」
で
は
シ
ュ
ツ

ッ
ト
ガ
ル
ト
市
に
お
け
る
一
般
住
民
向
け
住
宅
に
つ
い
て
の
論
議
を
分
析
し
た
が
、

そ
の
際
の
住
宅
論
議
で
は
、
住
宅
自
体
の
質
の
向
上
が
主
た
る
関
心
事
で
あ
り
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ミ
ッ
ク
ス
の
追
求
は
明
示
的
に
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
住
宅
自
体
の
質

の
向
上
へ
の
思
い
が
強
か
っ
た
た
め
に
、
政
策
策
定
側
は
質
が
向
上
す
れ
ば
満
足
だ

と
感
じ
、
住
宅
地
形
成
に
つ
い
て
の
そ
れ
以
上
の
議
論
を
展
開
し
な
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ミ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
東
独
難
民
向
け
の
一
般
住
宅
に
も
あ
て
は
ま
る
。
そ
の

一
方
で
、
質
が
悪
い
と
言
わ
れ
た
簡
易
住
宅
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ミ
ッ
ク
ス
の
議
論
が
活
発
化
し
た
。
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
の
東
独
難
民
向
け

簡
易
住
宅
へ
の
公
的
助
成
は
、
意
図
せ
ざ
る
形
で
は
あ
る
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ミ
ッ

ク
ス
を
ど
う
進
め
る
べ
き
か
と
い
う
点
を
議
論
す
る
き
っ
か
け
を
政
策
策
定
側
に
提

供
し
た
と
い
え
る
。
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